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序
　福岡県大野城市は福岡平野南部に位置し、市域は中央がくびれ南北に細長

いひょうたん形をしています。その市名は日本最古の朝鮮式山城「大野城」

に由来し、北部に大野城跡、中央に水城跡、南部に牛頸須恵器窯跡とそれぞ

れ国指定史跡を配し、それらを中心に数多くの文化財が残る歴史豊かな街で

す。

　水城跡は、大野城市下大利と太宰府市水城・吉松・国分にある長さ1.2㎞の

土塁と濠をもつ古代の防衛施設です。『日本書紀』天智天皇三年条に「筑紫

に大堤を築き水を貯え、名づけて水城と曰う。」と記されています。国の特

別史跡に指定されており、関係機関や関係自治体と連携しながら、調査研究

や整備を進めております。

　今回の調査は、整備に先立つ情報収集を目的として実施しました。水城跡

の中央付近、御笠川と土塁が交差する通称「欠堤部」と呼ばれる地点にあた

ります。発掘調査の結果、御笠川に面した場所に「広場」があることが分か

り、水城跡の構造や当時の景観を復元するうえで、非常に重要な成果となり

ました。

　遺跡は土地に刻まれた歴史であり、我々にたくさんのことを教えてくれま

す。こうした遺跡を記録し、報告書というかたちで広く一般に公開するとと

もに、後世へと伝えていけるよう努めています。本書が文化財の理解と認識

を深める一助となるとともに、学術研究や教育の面で広く活用していただけ

たら幸いです。

　最後になりましたが、関係者及び地元の方々にご理解とご協力をいただき

ましたことに対し厚く御礼申し上げます。

令和４年３月３１日

	 	 	 	 	 	 	 	 大野城市教育委員会
	 	 	 	 	 	 	 	 教育長　伊藤　啓二
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例　　　言

１．本書は、大野城市教育委員会が確認調査を実施した「水城跡第64次調査」（大野城市下大利３
丁目17番３・8、27番１・３・４・5、28番5・6・7所在）の報告書である。

２．発掘調査は、国庫補助事業として実施した。
３．発掘調査・整理作業は、上田龍児・山元瞭平が担当した。
４．遺構写真は、調査担当者が撮影し、遺跡全景写真は（有）空中写真企画に委託した。
5．遺構実測図および地形測量は、上田・山元が行った。
6．遺物実測および拓本は、古賀栄子・白井典子・津田りえ・仲村美幸・氷室優・松本友里江が
行った。

7．遺物観察表は、小嶋のり子が作成した。
8．遺構図製図は小畑貴子・篠田千恵子、遺物図製図は小嶋が作成した。
９．遺構実測図中の方位及び図上の座標は国土座標（第Ⅱ系）を示す。
10．本書に使用する土色名は、『新版標準土色帖』農林水産省技術会議事務局監修を使用している。
11．本書に掲載した遺跡分布図は、国土地理院発行の１／200,000地形図『福岡』を使用した。
12．遺物の名称のうち、須恵器蓋杯については平城京分類、輸入陶磁器については太宰府分類（太
宰府市教育委員会『大宰府条坊跡ⅩⅤ』2000年－太宰府市の文化財第49集－）による呼称を用
いる。

13．本書に掲載した資料は、大野城市教育委員会が管理・保管している。
14．本書の執筆は、各遺物文章を山元、Ⅳ章の自然科学分析を古環境研究所、他を上田が担当し、
編集は山元の協力のもと、上田が行った。

15．発掘調査・報告書作成に関しては以下の方々から、ご教示・ご協力を得た。（五十音順・敬称
略）

　　岩永省三・小田富士雄・亀田修一・五島昌也・酒井芳司・下山正一・杉原敏之・林部均・比佐
陽一郎・山村信榮、福岡県文化財保護課・九州歴史資料館・春日市・太宰府市・筑紫野市・那
珂川市の文化財担当職員諸氏
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Ⅰ章　はじめに
１．調査に至る経緯

　福岡県・九州歴史資料館・太宰府市・大野城市で構成する水城跡保存整備推進協議会は、平成27

年３月に「水城跡保存整備基本設計（以下、基本設計）」を策定した。本市では基本設計に基づき

事業を進めており、整備をする上での情報を収集する必要がある地点については発掘調査を実施す

ることとしている。本書で報告する64次調査地点は、水城土塁と御笠川が交差する通称「欠堤部」

と呼ばれる地点の西側に位置する。基本設計では、西鉄下大利駅から水城跡へと来訪者を誘導する

際の入口となることから「欠堤部外濠広場」として整備することと位置付けている。整備予定地の

一部は過去に発掘調査が実施され外濠が確認されていたが、整備にあたっては改めて遺構面の確

認・外濠の構造や現況地形の形成要因などを明らかにする必要があることから、発掘調査を実施す

ることとなった。発掘調査に先立ち、福岡県文化財保護課と協議を重ね調査計画を作成し、２ヶ年

に分けて調査を行うこととした。

　なお、平成30年度、令和元年度・２年度の大宰府史跡調査研究指導委員会において報告し、調査

計画および調査成果について指導を受けた。調査に際しては岩永省三氏・小田富士雄氏・亀田修一

氏・五島昌也氏・下山正一氏・林部均氏に現地指導を受けるとともに、福岡県文化財保護課・九州

歴史資料館・春日市・太宰府市・筑紫野市・那珂川市の文化財担当職員諸氏と現地検討会等を通じ

て意見交換を行った。また、墨痕の可能性がある土器については、福岡市埋蔵文化財センター比佐

陽一郎氏より協力を得て、赤外線カメラによる撮影を行った。

２．発掘調査の経過

（１）平成30年度

　平成30年10月９日付け（30大文啓第746号）で、確認調査に伴う現状変更申請書を文化庁に提出

し、同11月16日（30受文庁第４号の147）に許可通知があった。発掘調査は上田が担当し、１・２

トレンチを設定して調査を行った。平成30年12月７日に着手し、重機による表土剝ぎ・人力による

掘削を進め、各種図面の作成・写真撮影を行った。平成31年３月５日に全景写真を撮影し、同３月

26日に埋め戻し・現状復旧を行うとともに、機材を撤収し初年度の調査を完了した。なお、平成31

年３月２日に現地説明会を開催し、約200名の見学者があった。

（２）令和元年度

　令和元年10月９日付け（31大文発第377号）で、確認調査に伴う現状変更申請書を文化庁に提出

し、同11月15日（元受文庁第４号の1174）に許可通知があった。発掘調査は上田・山元が担当し、

３～５トレンチを設定して調査を行った。令和元年12月７日に着手し、重機による表土剝ぎ・人力

による掘削を進め、各種図面の作成・写真撮影を行った。令和２年２月28日に全景写真を撮影し、

同３月30日に埋め戻し・現状復旧を行うとともに、機材を撤収し全ての調査を完了した。同３月７

日に現地説明会を実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。現

地説明会に代わるものとして、『水城ふしぎ発見！』と題した動画を作成し、YouTube にて配信中

である。
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３．整理作業の経過

　整理作業は令和３年度に実施し、遺構関係を上田、遺物関係を山元が担当した。出土遺物の洗

浄・展開・接合後、報告書に掲載する遺物を抽出し、実測・製図及び写真撮影を行った。出土遺物

の整理と並行して、遺構図の整理・製図を進め、執筆・編集作業を行った。また、現地で採取した

土壌サンプルについて自然科学分析を実施し、その成果は本書のⅣ章に収録している。

４．調査体制

　発掘調査および整理作業にかかる調査体制は以下のとおりである。

平成30年度・令和元年度

　教育長　　　　　　　　吉富　修

　教育部長　　　　　　　平田　哲也

　ふるさと文化財課長　　石木　秀啓

　係長　　　　　　　　　徳本　洋一（～平成30年度）、林　潤也、佐藤　智郁

　　　　　　　　　　　　上田　龍児（令和元年度～）

　主任主事　　　　　　　秋穂　敏明（令和元年度～）

　主任技師　　　　　　　上田　龍児（～平成30年度）

　技師　　　　　　　　　山元　瞭平　　

　主事（任期付）　　　　　坂井　貴志（平成30年４～９月）、鮫島　由佳、柴田　剛

　 嘱託　　　　　　　　　 〔調査〕澤田　康夫、三浦　萌（平成30年４～９月）、木原　尭（令和元

年度～）、〔啓発〕山村　智子、浅井　毬菜、〔庶務〕呉羽　京子（～平

成30年度）、西村　智美、永松　綾子（令和元年度～）

調�査作業員　福岡麗子、大海雅子、高木幸子、藤田和子、坂本泰子、小林敏子、広渡隆子、田中照

子、浅田ふえ、大薗英美、深野人美、舩越桃子、穴井和子、仲前富美子、井口るみ子、篠崎繁美、

東島真弓、安里由利子、大浦旗江

令和３年度

　教育長　　　　　　　　吉富　修（～６月）　　伊藤　啓二（７月～）

　教育部長　　　　　　　日野　和弘

　ふるさと文化財課長　　石木　秀啓

　係長　　　　　　　　　林　潤也、上田　龍児　

　主査　　　　　　　　　徳本　洋一

　主任主事　　　　　　　秋穂　敏明

　主任技師　　　　　　　山元　瞭平　　

　技師　　　　　　　　　齋藤　明日香　

　主事　　　　　　　　　鮫島　由佳

　 会計年度任用職員　　　 〔調査・啓発〕澤田　康夫、石川　健（12月～）、山村　智子、深町　美

佳、〔庶務〕荒牧　美佐子（10月）、光原　乃里子（～９月）、三好　り

さ、野上　知則（11月～）、山上　敬子、井之口　彩子

整�理作業員　小畑貴子、古賀栄子、小嶋のり子、篠田千恵子、白井典子、津田りえ、仲村美幸、氷

室優、松本友里江
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Ⅱ章　遺跡の位置と環境
１．地理的環境

　大野城市が位置する福岡平野は、南を背振山地、東を三郡山地に挟まれ、北は博多湾に面してい

る。平野中央部に那珂川・御笠川が貫流し、広大な沖積平野を形成する。大野城市は福岡平野東南

の最奥部に位置し、平野が最も狭くなる地峡部にあたる。古代以来この地峡部は交通の要衝で、現

在でも九州縦貫自動車道・ＪＲ鹿児島本線・西鉄大牟田線・国道３号線など九州の南北を結ぶ幹線

道が走っている。水城跡は市域中央部に位置し、地峡部の北側端部にあたる。

　市域は東側を月隈丘陵に連なる乙金山・四王寺山、南側を牛頸山に挟まれ、中央に御笠川が貫流

する。山地は早良花崗岩からなり、風化が著しく真砂土となっており、山麓部から平地丘陵部にか

けて段丘が発達する。高位段丘は開析がすすみ、中位段丘は平坦部も多く、平野部では沖積地が広

がる。

阿志岐
山城
阿志岐
山城

大野城跡大野城跡

水城跡水城跡

牛頸窯跡群牛頸窯跡群

大宰府大宰府

基肄城跡基肄城跡

比恵・那珂遺跡群
（那津官家推定地）
比恵・那珂遺跡群
（那津官家推定地）

阿恵官衙遺跡阿恵官衙遺跡

鴻臚館跡鴻臚館跡

博多遺跡群博多遺跡群

怡土城跡怡土城跡

第１図　周辺遺跡分布図（1/200,000）
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２．歴史的環境

　ここでは、水城築造の背景や水城築造前後における大野城市周辺の遺跡動態を中心に記述する。

（１）歴史的背景

　６世紀末～７世紀初頭の東アジアでは、中国大陸における強大な帝国である隋（581年～）、唐

（618年～）が相次いで成立し、次第に朝鮮半島への影響力を強めていった。一方、朝鮮半島では、

加耶滅亡（562年）以後、高句麗・百済・新羅の三国が鼎立する状態であった。642年に高句麗・百

済が新羅に軍事行動を進めるのに対し、唐は新羅の要請により朝鮮半島への介入を強め高句麗へと

侵攻することとなった。唐・新羅連合軍により660年に百済が、668年に高句麗が滅亡する。百済で

は遺臣により復興運動が興り、倭に救援を要請した。当時の政権（斉明天皇・中大兄皇子）は百済

救援を決定し、朝鮮半島に向けて大軍を派遣するものの、663年に倭・百済連合軍は白村江の会戦

にて唐・新羅連合軍に大敗し、撤退することとなった。

　白村江の敗戦後、倭は唐・新羅連合軍の侵攻を想定し、天智天皇３（664）年に対馬・壱岐・筑

紫に防人や烽を設置するとともに水城を築造し、天智天皇４（665）年には大野城・基肄城を築造

した。

（２）遺跡動態

　水城築造前における北部九州にインパクトを与えた事象として、527年に起きた筑紫君磐井の乱

がある。528年に鎮圧されるものの、中央政権は北部九州支配の拠点として那津官家を設置（536

年）し、これを契機とし北部九州、特に博多湾沿岸地域では大きな画期を迎えることとなる。その

一つが市域南部における牛頸窯跡群の出現で、６世紀中頃に出現し、８世紀にかけて西日本最大規

模の窯業生産地へと展開していく。一方、市域東部の四王寺山・乙金山麓の乙金地区遺跡群では、

６世紀中頃以降に大規模な遺跡群を形成していく。渡来人が居住し各種開発に関わっていたことが

明らかになっている。このほか、御笠川西岸に位置する仲島遺跡でも６世紀後半前後に集落の大規

模化が認められる。博多湾沿岸全域で見ても、元岡遺跡群・金武城田遺跡などで集落が大規模化し

ていく。前方後円墳の築造停止も那津官家設置直後の特徴であり、６世紀後半には大型の円墳が地

域の盟主墳に位置づけられ、本市では乙金地区遺跡群内の善一田18号墳や牛頸窯跡群内の日ノ浦１

号墳がある。

　６世紀末～７世紀前半には牛頸窯跡群が拡大し、初期瓦や陶棺などの生産を行ない、窯業生産に

おける渡来人の関わりも明瞭となっていく。乙金地区遺跡群でも集落（薬師の森遺跡）が大規模化

するとともに、群集墳の造営が本格化し、多くの新羅土器が搬入されることから、積極的な他対外

交渉を示唆する。周辺では月隈丘陵の古墳群や那珂川市の観音山古墳群、博多湾沿岸全域では、金

武古墳群や油山山麓古墳群などの群集墳が築造のピークをむかえ、６世紀中頃にはじまる地域開発

の進展と表裏一帯の関係と考えられる。

　水城築造時にあたる７世紀中頃～後半には市域全体で遺跡数の減少が認められる。牛頸窯跡群で

は窯の基数が著しい減少をみせ、乙金地区遺跡群の集落も一時的に断絶し、古墳の新規築造も終焉

を迎える。この背景には、白村江戦への出兵や近隣で行われた水城・大野城築造という大土木事業

への従事が想定される。一方で、水城・小水城の周辺では、御供田遺跡や前ノ原遺跡など当該期に

出現する集落もあり、地域社会のさらなる再編をうかがわせる。
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64次64次

39次39次

64次
大野城市
平成６年度調査
大野城市
平成６年度調査

薄アミは大野城市が実施した
試掘確認調査地点

外濠外濠 外濠外濠

官
道
官
道

官
道
官
道

東門東門西門西門
64次調査地64次調査地

第２図　調査地の位置（上は1/10,000、下は1/5,000）
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　８世紀になると、水城・大野城・基肄城に囲まれたエリアに大宰府政庁を中心とした大宰府都城

が成立する。牛頸窯跡群では再び窯が増加し、食器類を中心に大宰府へと製品を供給するようにな

る。また、水城東西門から伸びる官道が整備され、本市でも西門ルート上の官道跡が確認されてい

る。

３．周辺地における既往の調査成果

（１）水城跡第39次調査

　64次調査地の東側に位置し、トレンチ調査により土塁・外濠・溝および平坦部が確認されている。

以下、主要な遺構ごとに所見を整理する。

【土塁】　現状の土塁東端部より東へ約35m 付近まで土塁がのびることが確認された。土塁の基底

部となる基盤層は砂層で、標高は22.2m ～22.4m である。なお、土塁積土内からは柱痕跡が確認さ

れ、基盤層の砂層中からは古式土師器が出土した。

【外濠】　土塁前面部では基底部より北側35m 付近で急激に落ち込む外濠が確認された。外濠は土

塁に平行する３条の溝状の落ち込みで構成する。南側の SX221は上幅15m・底幅７m、南側肩から

の深さは2.4m、底面の標高は19.3m ～19.6m である。SX221の南側肩は直線的ではなく、不整であ

る。中央の SX222は上幅３m・底幅0.8m・深さ0.6m、北側の SX223は上幅8.2m・深さ1.3m で、北

側の立ち上がり肩は土塁基底部裾から約61m の位置にある。このうち最も規模が大きい SX221は

上層から①耕作土・床土、②淡茶灰色土（13世紀を下限とする遺物を包含）、③暗灰色粘質土・灰

色粘質土（粗砂・砂層貫入）、④粗砂層となる。溝底および③層中で９世紀代の土器が出土してお

り、９世紀以降に急速に埋没していったと想定されている。

【平坦部】　土塁際から外濠の落ち込み（SX221）がはじまる地点までが平坦部となり、南北35m の

範囲が確認された。上面の標高は調査区西側で22.2m、東側で21.9m である。

【溝】　下成土塁際で土塁に平行する溝（SD225）が確認された。上幅5.4m・深さ0.9m で、上層は

灰色・黄褐色粘質土、下層は灰色細砂・粘質土がレンズ状に堆積する。土塁際の排水溝の機能が想

定されている。

（２）大野城市平成６年度調査（大野城市実施分水城跡25次調査＊）

　64次調査の西側100m の地点、土塁前面部に位置し、外濠が確認されている。

【外濠】　耕作土を除去したところで、褐色土（上面の標高は22.5m 前後）を検出し、これ以下は

砂・シルト・粘土の互層となり、度重なる流滞水があったことを示す。互層状堆積土上面の標高は

22.3m 前後で、全体の層の厚さは１m 程度である。互層の下では、淡褐色の粗砂が全面的に広がり

（上面の標高は21.3m ～21.8m）、基盤層と考えられる。なお、土層図には示されていないが、土塁

裾から北側60m 付近で土層が北側に立ち上がっていく状況が確認されている。

＊九州歴史資料館刊行の2009『水城跡』に掲載された水城跡発掘調査次数一覧の調査次数とは異なる。
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Ⅲ章　調査の成果
１．調査の目的と方法

　遺構面の確認を主目的に外濠と土塁の関係や外濠堆積状況の確認など、整備に必要な基礎資料の

収集に努めた。Ⅱ章で記述した39次調査の成果や現況地形を踏まえ、調査計画を立案し５ヶ所のト

レンチを設定した。遺構面の把握や現況地形の形成要因の把握のほか、39次調査地との整合性の確

認、特に濠の構造・埋没過程・埋没環境・堰の有無や平坦部の有無・構造・形成時期の把握に留意

した。

　表土・客土については、重機による表土剥ぎを実施し、これ以下については人力で掘削を行った。

基本的には平面的な遺構検出に留め、一部は必要に応じて断ち割り調査・断面観察を行った。各ト

レンチの調査目的は以下のとおりである。

【１トレンチ】　対象地の北西部に位置する南北方向のトレンチ（長さ42m、幅２m）である。外濠

の埋没過程の把握、39次調査地で確認された外濠底面における複数の溝状遺構の有無の確認、外濠

北側の立ち上がりの確認などを主目的とした。

【２トレンチ】　対象地の南西部に位置する南北方向のトレンチ（長さ９m、幅２m）である。土塁

際に位置し、土塁と外濠との関係性を把握することを主目的とした。

【３・５トレンチ】　対象地の南東～南西部に位置する L 字状のトレンチで、南北方向が３トレン

チ（長さ10m、幅4.5m）、東西方向が５トレンチ（長さ32m、幅３～５m）である。３・５トレン

チともに「平坦部」が想定される地点であり、平坦部の有無・形状・構造・形成時期や平坦部上の

遺構の把握を主目的とした。３トレンチは北側に落ちていく外濠の肩を検出することを目的とした。

５トレンチは西側に落ちていく外濠の肩を検出することを目的に、順次トレンチを西側へと拡張し

て調査を行った。土塁と外濠もしくは「平坦部」の関係性を把握することや「平坦部」が存在する

ならば、関連遺構の有無や内容を把握することを主目的とした。

【４トレンチ】　対象地の東側中央に位置する南北方向のトレンチ（長さ18m、幅３～５m）である。

外濠の埋没過程の把握や北側に落ちていく外濠の肩を検出することに努めた。

２．遺構と遺物

（１）基本層序（第３図）

　上層より①表土・客土、②近世以降の耕作土、③平安時代の

堆積層（褐色土主体）、④奈良時代以降の堆積層（粘質土：上

部は酸化により黄褐色、下部はグライ化した青灰色）、⑤８世

紀前半以前の流水層（砂～シルト主体）、⑥外濠初期の堆積層

（青灰色粘土）、⑦外濠掘削時の基盤層（粗砂：弥生～古墳時代

初頭頃の土器を包含）となる。いずれのトレンチも細部に差異

はあるが同様の堆積状況を示し、それぞれの層のレベルからも

矛盾はない。

2m

0
①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

23.5m

23.0m

22.5m

第３図　基本層序（1/60）
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第４図　トレンチ配置図（1/300）
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（２）１トレンチ（第６・７図、図版３～６）

　表土・客土・近世以降の耕作土（１～４層：基本層序①・②）を重機で除去し、これ以下につい

ては幅0.5m 程度のサブトレンチを設定して人力による断ち割りを行った。５・６層が基本層序③

に該当し、ほぼ水平堆積である。５層からは12世紀前半頃を下限とする土器、６層からは10世紀代

の黒色土器が出土した。砂粒の入り方が不規則で、堆積構造を示さないことから、人為的な埋め土

の可能性もある。

　７層以下は基本層序④に該当し、基本層序③と同様に堆積構造を示さないことから、人為的な埋

め土の可能性もある。７層の粘土層は酸化により黄褐色であるが、トレンチ南端部などでは７層直

下にグライ化した青みの強い黒色粘土（U 層・V 層）がある。土質はいずれも非常に良く似ており、

堆積の時間差を示すものではない。トレンチの大半では７層を除去したところで、比較的しまりの

ある砂層（A・H ～ K・M・P・Q・W 層）を検出した。結果的には、この層は基本層序⑤に該当

するが、この面の上面に貼り付くように比較的多くの遺物が出土したことから、暫定的に外濠底面

と捉えて面的に精査したところ、複数の落ち込みを確認した。39次調査地で確認された複数の溝状

遺構に関連する可能性もあったため、それぞれの落ち込みに遺構番号（SX）を付与して調査した。

　SX01は幅９m 以上、砂層に貼り付くように須恵器杯 B や土師器盤などのほか植物の枝葉が多く

出土した。この地点の砂層上面は鉄分が非常に多く、堅く締まる。SX02は幅4.5m で、砂層上面で

須恵器杯 B、砂質土下部のシルト層・灰色粘土層中で土師器甑が出土した。また、一部下部の断ち

割りを行ったところ、基本層序⑦に対応すると考えられる粗砂層中より、弥生時代終末期頃の土器

が出土した。SX03は幅1.5m の土坑状の落ち込みである。SX04は幅1.0m の小規模な落ち込みで、

砂層に貼り付くように須恵器杯 B が出土した。SX05は幅1.5m、SX06は幅2.0m の小規模な落ち込

みである。なお、１トレンチで出土した遺物の大半は、トレンチ南側の砂層上面に集中しており、

完形品に近いものが多く器面も摩滅していないことから、近接する地点から流れ込んだ可能性が高

い。また、これらの遺物は８世紀前半代のものに限定しており、基本層序⑤は８世紀前半以前に形

成されたと考えられる。

　基本層序⑤の砂層の成因を確認するため、部分的に断ち割りを行ったところ、砂層直下で青灰色

粘土（R 層・X 層＝基本層序⑥）を確認し、さらに粘土層を掘り下げたところ粗砂層（基本層序⑦）

第５図　１トレンチ出土遺物実測図①（1/3）

1

2

3

4

5

0 10㎝

p01-26.indd   9 2022/03/14   11:02:56



― 10 ―

0
2
m

A
′

A

B
′

B

A
′

B
S
X
0
2

S
X
0
1

B
′

A
S
X
0
6

S
X
0
5

S
X
0
4

S
X
0
4

S
X
0
3

第６図　１トレンチ平面図（1/60）

p01-26.indd   10 2022/03/14   11:02:56



― 11 ―

第７図　１トレンチ土層図（1/60）
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を確認した。基本層序⑦は、SX02下部の粗砂層中より弥生時代終末期頃の土器が出土したことや、

3・５トレンチの所見から外濠掘削時の基盤層（水城築造時の外濠底面）と考えられる。濠底面は

トレンチ中央部・南側のみの検出に留めたが、標高は21.0m である。したがって、基本層序⑤は外

濠埋没過程の堆積土（洪水に伴う砂層）で、SX とした複数の落ち込みは自然の窪地と考えられる。

　なお、トレンチ北端部付近でも下部の断ち割りを行っており、基本層序⑤以下は複雑な堆積状況

を示す。外濠最下層の堆積状況を示すのか、外濠掘削前の堆積状況を示すのかについては、調査範

囲が限定されることから判断できなかった。また、トレンチ北端部は土塁裾から61m の地点にあ

たるが、外濠北側の立ち上がりは確認されなかった。

　以上のように、１トレンチは全体が外濠にあたることを確認し、一部では濠の底面を検出した。

また、トレンチ南側を中心に８世紀前半の土器が良好な状態で出土した。

出土遺物〔客土ほか〕（第５図）

須恵器（１・２）　１は杯 H 蓋。天井部は回転ヘラケズリされ、内面には同心円文当て具痕が残る。

口縁部に刻目状の圧痕がみられる。２は杯 H 身。立ち上がりは内傾し、受け部はやや下を向く。

最大径17.8cm と大振りなことから、有蓋高杯の可能性もあろう。

窯壁（３）　須恵器窯の窯壁片とみられ、還元しており灰白色を呈する。５mm 前後の白色鉱物を

多分に含む粗い胎土にスサを混ぜ込んでいる。

土師器（４）　丸底杯。内外面ともに摩滅し、調整不明。口縁端部はわずかに外反する。

弥生土器（５）　甕。口縁部は「く」字形に外反しながら開く。口縁部は内面ハケ、外面ナデ。胴

部は内外面ハケにより調整する。

出土遺物〔濠埋土下層：７層以下〕（第８図、図版17）

SX01上部（第８図、図版17）

須恵器（６・７）　６は杯身。底部を欠き、A・B の判別はできない。体部と底部の境に稜がめぐる。

内外面ともに回転ナデ。７は壺で、球胴をなすものとみられる。底部には高台がつく。外面は回転

ヘラケズリされ、丸みを帯びる。内面は回転ナデ。

土師器（８）　杯とみられるが、小片のため不明確。回転台成形で、底部はヘラ切りである。

SX01下部（第８図、図版17）

須恵器（９～13）　９・10は杯 B。９は直線的な体部で、口縁端部はやや外反する。体部下半につ

れて厚みを増し、重量感がある。高台は高く、「ハ」の字状を呈する。底部外面に同心円状の凹凸

が残るものの、どのような工程で生じたのか不明。10は９に比して杯部は浅い。高台端部は外へと

つまみ出される。11は杯身片で、A・B の判別はできない。外面に２条の凹線がめぐる。12・13は

杯 A。口縁部はわずかに外反し、底部と体部の境は丸みを帯びる。底部回転ヘラ切り未調整。

土師器（14～17）　14は皿。深みのある器形で、体部は内湾気味にのびる。底部と体部の境は丸

みを帯びる。底部は回転ヘラケズリされ、平滑に整えられる。回転台成形。15～17は甕。15・16は

頸部がしまるタイプのもので、口縁部は短く外反する。外面はハケ、内面は底部から頸部へ縦方向

のケズリが施される。17は頸部のしまりがほとんどなく、口縁部は大きく開き「く」の字形を呈す

る。口縁部はヨコナデ、胴部内面にはケズリが施される。
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第８図　１トレンチ遺物実測図②（1/3）
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SX02（第８図、図版17）

須恵器（18・19）　18は杯蓋。台形状の器形をなし、口縁端部は下方へ垂下する。中央がやや突

出するボタン状のつまみがつく。天井部は回転ヘラケズリされる。19は杯 B。体部と底部の境には

稜がめぐる。高台は高く、外へと踏ん張る。

土師器（20～22）　20は小片のため判然としないが、器高から皿とみられる。内外面回転ナデ。

21・22は甑の把手で、牛角状をなす。22は外面ハケ、21はナデ消されたためか、ハケは認められな

い。内面にはいずれも縦方向のケズリが施される。22の外面には煤が付着する。

弥生土器（23）　弥生土器底部。底部内面はハケ。

SX04（第８図、図版18）

須恵器（24）　杯 B。直線的な体部で、底部端に逆台形の低い高台がつく。内外面回転ナデ調整。

�（３）２トレンチ（第９図、図版７）

　表土・客土・近世以降の耕作土（１～９層＝基本層序①・②）を重機で除去し、これ以下につい

ては幅１m 程度のサブトレンチを設定して人力による断ち割りを行った。10～14層が基本層序③

に該当し、ほぼ水平堆積である。このうち、14層は砂粒を多く含む粘質土でグライ化していること

から水の影響を受ける環境であったと考えられる。12世紀前半代を下限とする土器が出土した。15

層以下は比較的層厚が薄く、全体的に粘土・シルト・砂からなるラミナ状を呈す。２トレンチだけ

では判断できなかったが、５トレンチ西端部の土層を考慮すると基本層序⑤を切り込む自然流路の

痕跡である可能性が高い。18・19層では７世紀後半～８世紀代の須恵器や土師器が出土した。20・

21層の直下は砂層であり上面の標高からみても基本層序⑤に対応するものと考えられる。調査時点

では暫定的に外濠底面と考えていたことやトレンチが狭長であることから、これ以下の掘削は行っ

ていない。なお、２トレンチでは1・４トレンチで確認した基本層序④がなく、自然流路により削

り取られたか、別の要因で存在しないものと考えられる。

　以上のように、２トレンチは全体が外濠にあたることを確認した。また、トレンチ北側を中心に

８世紀を中心とした土器が出土した。

出土遺物〔濠埋土上層：10～14層〕（第10図）

磁器（25）　白磁椀の口縁部片。口縁部は屈曲し、上端部は水平をなす。太宰府分類Ⅴ－４類。

土製品（26）　棒状土製品の小片。外面はナデによる調整で、断面は方形をなす。胎土には５mm

前後の白色鉱物を多分に含む。二次被熱の痕跡は明瞭でない。土器焼成関連遺物とみられる。

出土遺物〔濠埋土下層：18層〕（第10図、図版18）

須恵器（29・31）　29は杯 B の底部片。底部端に断面四角形の低い高台がつく。焼成は甘く、や

や軟質。内外面ともに回転ナデ。31は杯 A の底部片。内外面ともに回転ナデで、外面にはヘラ記

号状の線刻がみられる。内外面のいずれにも墨痕らしき痕跡が残り、転用硯の可能性がある。

土師器（27・28・30・32～35）　27・28は土師器杯蓋のつまみ。いずれもボタン状を呈し、28

は中央がやや突出する。いずれも回転ナデ。30は小片のため不明瞭だが、杯 B の底部か。高台の

付く盤状の器形をなす可能性も残る。つぶれた低い高台がつく。内外面回転ナデ。32は皿。体部は

直線的に開く。回転ナデ調整。33・34は甕。33は球胴をなし、頸部はややしまる。外面ハケ、内面

ケズリ。34は頸部がしまらないタイプ。内面には密にケズリを施し、器壁が薄く整えられる。35は
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第10図　２トレンチ出土遺物実測図（1/30）

第９図　２トレンチ平面図・土層図（1/60）
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14：2.5GY３/４暗オリーブ灰色土（粘質帯びるが砂粒多い）
15：10YR２/２黒褐色粘土（黄色粘土少し含む）
16：５Y３/２オリーブ黒色粘土（砂粒少し含む）
17：10YR４/１灰色粘土（黄色粘土ブロック含む）
18：10Y３/１オリーブ黒色粘土（10Y1.7/１黒色粘土ブロック含む）
19：2.5Y４/１黄灰色砂（細砂主体、16層の粘土ブロック含む）
20：2.5Y３/３暗オリーブ褐色粘質土～シルト（砂粒含む）
21：10YR５/６黄褐色砂（しまりなし）
22：2.5Y６/６明黄褐色粗砂

25
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甑の把手。断面は楕円形をなす。内面ケズリ。

出土遺物〔濠埋土上層：19層〕（第10図）

須恵器（36）　杯蓋片。杯 G か。内面にかえりを有する。内外面とも回転ナデ。

土師器（37）　杯蓋片。口縁端部は短く垂下する。内外面とも回転ナデ。

（４）４トレンチ（第11・12図、図版８・９）

　表土・客土・近世以降の耕作土（１～３層＝基本層序①・②）を重機で除去し、これ以下につい

ては人力による断ち割りを行った。なお、トレンチ南側で外濠の立ち上がりを確認したため、トレ

ンチ北側については、外濠埋土の掘削はしていない。４層が基本層序③に該当し、ほぼ水平堆積で

ある。12世紀代の土器を包含する。この下の層は粗砂を含む粘土・シルト質層（５層）や粗砂層

（６層）で、下層を削り取るように堆積しており平安期以前の小規模な洪水層と考えられる。２ト

レンチ15～21層や５トレンチ西側10～12層に対応するものかもしれない。５・６層下には基本層序

④にあたる7・８層の粘質土があり、上部の７層が黄褐色、下部の８層がグライ化した灰色である。

さらにこの下には、粘質土～細砂を主体とした層（９・10層）が薄く堆積しており、基本層序⑥に

対応する可能性が高い。これを除去した11層以下が濠底面（基本層序⑦）と考えられる。濠底は南

北３m ほどしか検出していないが、ほぼ平坦で、標高は20.7m である。南側の立ち上がりの傾斜角

度は下部で約30度、上部で約10度である。なお、基盤層の状況を確認するため、深さ１m ほど断

第11図　４トレンチ平面図・土層図①（1/60）
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１：造成土
２：10YR４/１褐色土（耕作土）
３：10YR５/６黄褐色土（床土）
４：2.5Y４/３オリーブ褐色土
５：7.5YR５/３灰オリーブ粘質土（砂粒多く含む）
６：５Y５/２灰オリーブ粗砂
７：10YR５/４黄褐色粘質土

p01-26.indd   16 2022/03/14   11:03:00



― 17 ―

ち割りを行った。基本的には粗砂層で構成し部分的に粘質土が貫入しており、水城築造前の流滞水

の痕跡を示す。以上のように、外濠南側の立ち上がりと濠底面を確認した。

出土遺物（第13図）

磁器（38）　白磁椀の底部片。内面のみ施釉。底部はケズ

リ出しが浅いために、ぶ厚い。太宰府分類Ⅳ類。

土師器（39）　杯のつまみ。ボタン状を呈し、中央はわず

かに突出する。回転ナデ調整。

須恵器（40）　杯 B の底部片。断面四角形の低い高台が

つく。内外面とも回転ナデ。
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３：10YR５/６黄褐色土（床土）
４：2.5Y４/３オリーブ褐色土
５：7.5YR５/３灰オリーブ粘質土（砂粒多く含む）
６：５Y５/２灰オリーブ粗砂
７：10YR５/４黄褐色粘質土
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１：造成土
２：10YR４/１褐色土（耕作土）
３：10YR５/６黄褐色土（床土）
４：2.5Y４/３オリーブ褐色土
５：7.5YR５/３灰オリーブ粘質土
　　（砂粒多く含む）
６：５Y５/２灰オリーブ粗砂
７：10YR５/４黄褐色粘質土
８：2.5GY暗オリーブ灰色粘質土
　（炭粒・２mm程度の砂粒含む、根の痕跡有り）
９：7.5Y４/３褐色粘質土～細砂
10：7.5YR４/３褐色粘質～砂層
11：10YR５/１褐灰色砂

16：10YR６/２灰黄褐色粗砂
17：10YR５/１褐色砂
18：10YR６/６明黄褐色粗砂
19：10G３/１暗緑灰色粘質土（有機物含む）
20：10YR７/３にぶい黄橙色細砂（締まりなし）
21：５Y５/１灰色砂
22：2.5Y４/４オリーブ褐色粗砂（礫多く
　　含む）
23：５GY暗オリーブ灰色粘質土～粘土（炭含む）
24：５GY暗オリーブ灰色粘質土～粘土
25：10YR４/１暗オリーブ灰色粘質土～粘土
26：2.5Y４/６オリーブ褐色粗砂（礫非常に多く含む）

12：10YR灰黄褐色細砂
13：10YR６/１褐灰色細砂
14：10YR６/３にぶい黄褐色土（やや細かい砂）
15：10YR７/３にぶい黄橙色粗砂

0 2m

第12図　４トレンチ平面図・土層図②（1/60）
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第13図　�４トレンチ出土遺物

実測図（1/3）
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（５）３・５トレンチ（第14～16図、図版10～16）

　表土・客土・近世以降の耕作土（基本層序①・②）を重機で除去し、一部は平安時代の堆積土

（基本層序③）についても重機で掘り下げた。平安期の堆積土を除去した面で遺構検出を行い、一

部は堆積状況を確認するために幅0.5～１m のサブトレンチを設定して断ち割りを行った。まずは、

トレンチ北側・東側壁面の堆積状況、次に個別の遺構について記述する。

・５トレンチ西側北壁土層（第14・15図、図版14・15）

　４～６層が基本層序③に該当し、ほぼ水平堆積で均質な土層である。12世紀代の白磁が出土した。

６層下には暗い色調の粘質土（７層）、シルト（８層）、粗砂層（９層）が薄く堆積し、小規模な流

水があった後に滞水する環境であったことを示す。７～９層中からは10～12世紀代の黒色土器や丸

底杯が出土した。なお、９層は SD01の上面を覆う。９層直下にはシルト層（13層）があり、基本

層序⑤に該当する。この層は５トレンチ中央～東側にはほとんど認められず、５トレンチ中央部

（トレンチ西端部から東へ16m）からはじまり（標高22.2m）、西側に向かって次第に厚さを増しな

がら低く傾斜して堆積する。また、トレンチ西端部では、９層下に13層を切り込むように形成され

た10～12層があり、シルト～砂と粘質土のラミナ構造を示す。２トレンチ北壁の15～21層に対応す

るもので、南北方向の自然流路と考えられる。完形品に近い須恵器杯 B が出土した。14層はグラ

イ化した黒色粘土で、基本層序⑥に該当する。トレンチ西側にのみ堆積し、西側に向かって次第に

厚さを増しながら低く傾斜する。14層直下には粗砂層である15層（基本層序⑦）がある。粗砂層の

形成要因を確認するために、一部断ち割りを行ったところ、下部において弥生時代中期～古墳時代

初頭頃の遺物がややまとまって出土した。古墳時代中期以降の遺物を含まないことから、外濠掘削

時以前に形成された土層、すなわち水城築造時の基盤層と考えられる。粗砂層直下には黄褐色～青

灰色粘質土（16～18層）がある。これは５トレンチ中央～東側にかけても分布しており、粗砂層と

ともに３・５トレンチの遺構面となる。したがって、13・14層は外濠堆積土、15層以下は基盤層と

捉えることができる。濠底面の標高はトレンチ西端部で20.8m である。

　なお、14層と15層の粗砂層との間は凹凸が顕著に認められ、踏み込み痕（歩行痕跡）の可能性も

ある。また、13・14層の一部には、15層の粗砂が貫通した痕跡があるが、地震に伴う噴砂ではなく

脱水構造（水城築造による土塁の加重に伴うもの）の可能性が高い。

・５トレンチ中央北壁土層（第16図、図版15）

　１・２層が基本層序②、３～５層が基本層序③に該当する。この直下に明黄褐色粘質土（６・７

層）があり、５トレンチ西側北壁土層17・18層（基本層序⑦）に対応する。この地点では粗砂層は

分布しない。遺構面の標高は22.2m である。

・５トレンチ東側北壁土層（第16図、図版15）

　１層が基本層序①、２・３層が基本層序②、４・５層が基本層序③に該当する。西側ではこの直

下に明黄褐色粘土を主体とした層（19層以下）が、東側では砂質土もしくは粗砂層を切り込むよう

に、シルト～細砂層（６・７層）がある。６・７層は基本層序⑤に該当するものである。これ以下

は砂と粘土の互層になっており、水城築造前の洪水痕跡と考えられる。５トレンチ東側に設定した

南北のサブトレンチでも同様の堆積状況を確認した。なお、５トレンチ中央部では粗砂層と粘土層

の境界が南北方向にのびることを平面的に検出したが、これは遺構ではなく水城築造前の自然流路
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と捉えることができる。

・３トレンチ東壁（第16図、図版10）

　１層が基本層序①、２・３層が基本層序②、４～９層が基本層序③に該当し、全体的に北側に低

く傾斜しながら堆積する。３トレンチ南側では９層を除去したところで基本層序⑦にあたる粗砂層

～明黄褐色粘土が広がり、この面で溝状遺構 SD01～03を確認した。また３トレンチ北側では９層

を除去したところで、砂質土が主体の10～12層（基本層序⑤）が堆積しており、この直下で基本層

序⑦の粗砂層（17層以下）を確認した。基本層序⑦は南側に向かって低く傾斜しており、南端部

（標高22.3m）と北端部（標高21.8m）の比高差は0.5m である。また、３トレンチ中央部（トレンチ

南端部より北へ５m）ではわずかに地形の変換点が認められ、概ねこの地点が外濠の南側肩に該当

するものと捉えられる。なお、基本層序⑦の成因を確認する目的で、トレンチ北側にサブトレンチ

を設定し断ち割りを行ったところ、基本層序⑦の上面から１m 以上粗砂層が堆積していた。

・SD01（第14～16図、図版11・12）

　３・５トレンチ南壁沿いに位置する東西方向の溝で、土塁にほぼ平行する。一部はトレンチ外に

広がるため全形は不明であるが、東西20m 以上、幅は最大で2.5m 以上、深さ0.6m である。調査区

内で確認できた範囲での溝底最深部で反転すると最低でも幅４m 以上になると推測される。４ヶ

所にサブトレンチを設定し断面観察を行った。埋土は大きく２層に分かれ、上層は層厚が厚い灰黄

褐色砂質土、下層は砂質土主体でレンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。４ヶ所とも

に断面形が二段掘状になっていることから掘り直しの可能性もあるが、土層では掘り直しの痕跡は

明確ではない。溝底面の標高は西側で21.75m、東側で21.8m であり、東側に向かってわずかに低く

傾斜する。なお、５トレンチ西側では SD01の上面が12世紀代の土器を含む流水層（５トレンチ西

側９層）に覆われている状況を確認した。遺構検出面から８世紀前半～中頃の須恵器が出土してい

ることから、最終埋没は８世紀～10世紀の間に求めることができる。

　位置や規模から39次 SD225（最大幅5.4m）と一連の溝の可能性が高く、39次 SD225の溝底面標

高が21.7m であることとも矛盾しない。

・SD02（第15・16図、図版11）

　３トレンチ南側に位置する東西方向の溝で、北側に SD03が平行する。東側は調査区外にのびる

ため、全形は不明であるが、長さ2.4m 以上、幅0.5～0.6m、深さ0.1m である。断面逆台形で、埋土

は暗灰黄色砂質土の単層である。SD03に平行し同規模であることから、一連の機能を有した遺構

の可能性がある。埋土中から８世紀代の須恵器、上面から羽口が出土した。

・SD03（第15・16図、図版11）

　３トレンチ中央に位置する東西方向の溝で、南側に SD02が平行する。東側は調査区外にのびる

ため、全形は不明であるが、長さ2.4m 以上、幅0.5～0.6m、深さ0.15m である。断面逆台形で、埋

土は灰黄色砂質土の単層である。SD02に平行し同規模であることから、一連の機能を有した遺構

の可能性がある。遺物は出土していないが、SD02西側付近では遺構面にめり込むように羽口が出

土した。

　以上のように、３トレンチでは外濠が北側に落ち込んでいく状況、５トレンチでは外濠が西側に

落ち込んでいく状況を確認した。また、５トレンチ東側では濠がなく、平坦面があることが明らか
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第14図　３・５トレンチ西側平面図・土層図①（1/60）
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３：床土
４：10YR４/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘質土ブロック多く含む）
５：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる）
６：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる、白色砂粒多く含む）
７：2.5Y４/１黄灰色粘質土（よく締まる）
８：2.5Y６/２灰黄色シルト（締まる）

９：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（やや締まる、粗砂、５cm
　　大の礫多く含む）
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第15図　３・５トレンチ西側平面図・土層図②（1/60）
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２：耕作土
３：床土
４：10YR４/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘質土ブロック多く含む）
５：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる）
６：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる、白色砂粒多く含む）
７：2.5Y４/１黄灰色粘質土（よく締まる）
８：2.5Y６/２灰黄色シルト（締まる）

９：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（やや締まる、粗砂、５cm
　　大の礫多く含む）
10：2.5Y５/１黄灰色砂質土（しまる）
11：2.5Y６/２灰黄色シルト（ややしまる）
12：2.5Y７/３浅黄色粗砂
13：2.5Y６/２灰黄色シルト（しまりなし、ラミナ状）
14：2.5Y４/２暗灰黄色粘質土（西側では漸位的に10YR２/２
　　黒褐色になる。よく締まる、粘性強い、底面の凹凸顕著）
15：2.5Y５/３黄褐色砂（直径１mmの砂主体、わずかに３mm程
　　度砂含む）＝基盤層
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１：造成土
２：耕作土
３：床土
４：10YR４/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘質土ブロック多く含む）
５：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる）
６：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる、白色砂粒多く含む）

11：2.5Y６/２灰黄色シルト（ややしまる）
12：2.5Y７/３浅黄色粗砂
13：2.5Y６/２灰黄色シルト（しまりなし、ラミナ状）
14：2.5Y４/２暗灰黄色粘質土（西側では漸位的に10YR２/２黒褐色になる。よく締まる、粘性強い、底面の凹凸顕著）
15：2.5Y５/３黄褐色砂（直径１mmの砂主体、わずかに３mm程度砂含む）＝基盤層
16：2.5Y５/３黄褐色粗砂（直径５mmほどの砂主体、シルト・粘土ブロック含む）＝基盤層
17：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）＝基盤層
18：2.5Y４/３オリーブ褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）＝基盤層

７：2.5Y４/１黄灰色粘質土（よく締まる）
８：2.5Y６/２灰黄色シルト（締まる）
９：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（やや締まる、粗砂、
　　５cm大の礫多く含む）
10：2.5Y５/１黄灰色砂質土（しまる）
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第16図　３・５トレンチその他の土層図（1/60）
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１：造成土
２：耕作土
３：床土
４：10YR５/３にぶい黄褐色砂質土（よく締まる）
５：10YR５/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘土ブロック含む）
６：10YR４/２灰黄色砂質土（暗褐色粘土ブロック含む）
７：10YR３/２黒褐色砂質土
８：10YR４/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘土ブロック含む）
９：10YR３/２黒褐色砂質土（粒子粗い）
10：2.5Y５/２暗灰黄色細砂
11：2.5Y６/２灰黄色粗砂
12：2.5Y６/１黄灰色細砂
13：10YR５/２灰黄色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD03埋土

14：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD02埋土
15：10YR５/２灰黄褐色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD01埋土
16：2.5Y５/１黄灰色砂質土（にぶい黄色粘土ブロック含む）＝SD01埋土
17：2.5Y５/３黄褐色砂質土＝基盤層
18：2.5Y６/６明黄褐色粘質土＝基盤層
19：2.5Y６/２灰黄色細砂＝基盤層
20：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂＝基盤層
21：2.5Y５/３黄褐色細砂＝基盤層
22：2.5Y４/２暗灰黄色粗砂（５cmほどの礫含む）＝基盤層
23：2.5Y４/２暗灰黄色砂質土（粒子の異なる砂がラミナ状に堆積）＝基盤層
24：2.5Y６/２灰黄色細砂＝基盤層
25：2.5Y５/４黄褐色粗砂＝基盤層
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１：造成土
２：耕作土
３：床土
４：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる）
５：10YR３/２黒褐色砂質土（よく締まる、白色砂粒多く含む）
６：2.5Y５/３黄褐色砂質土（しまる、明黄褐色粘土ブロック含む）
７：2.5Y６/２灰黄色砂質土（やや締まる）
８：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、炭化物多く含む）
９：2.5Y６/６黄灰色粗砂（締まる）
10：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
11：2.5Y６/６黄灰色粗砂（しまる）
12：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）

13：2.5Y６/６黄灰色粗砂（やや締まる）
14：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
15：7.5YR５/６明褐色粗砂（やや締まる）
16：2.5Y６/１黄灰色細砂
17：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土
18：2.5Y４/１黄灰色粗砂
19：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）
20：10YR５/１褐灰色粘質土（よく締まる、粘性強い）
21：10YR６/６明黄色粘質土（よく締まる、粘性強い）

22：2.5Y６/２灰黄色シルト（よく締まる）
23：2.5Y６/１黄灰色砂質土
24：2.5Y６/２灰黄色シルト（よく締まる）
25：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
26：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
27：2.5Y４/３オリーブ褐色シルト
28：7.5YR４/３褐色粗砂
29：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂

１：耕作土
２：床土
３：2.5Y４/３オリーブ褐色土
４：7.5YR５/３灰オリーブ粘質土（砂粒多く含む）
５：５Y５/２灰オリーブ粗砂
６：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）
７：2.5Y４/３オリーブ褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）

１：2.5Y５/３黄褐色砂質土（しまる、明黄褐色
　　粘土ブロック含む）
２：2.5Y６/２灰黄色砂質土（やや締まる）
３：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、
　　炭化物多く含む）
４：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
５：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）

６：2.5Y６/６黄灰色粗砂（しまる）
７：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
８：2.5Y６/６黄灰色粗砂（やや締まる）
９：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
10：7.5YR５/６明褐色粗砂（やや締まる）
11：2.5Y６/１黄灰色細砂
12：10YR４/２灰黄色褐色砂質土（締まる）＝SD01埋土
13：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まる、明黄褐色粘質
　　土ブロック含む）＝SD01埋土
14：2.5Y６/２灰黄色砂質土（やや締まる、黄灰色粘質
　　土ブロック含む）＝SD01埋土
15：2.5Y６/１黄灰色砂質土（やや締まる）＝SD01埋土

１：10YR4/２灰黄褐色砂質土（締まる、１cmほどの白色砂粒多く含む）
２：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まる、明黄褐色粘質土ブロック含む）
３a：2.5Y６/２黄色砂質土（やや締まる、粒子粗い）
３b：2.5Y５/２暗灰色砂質土（締まりなし、粒子細かい）
３c：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まりなし、３b層より粒子細かい）

１：10YR４/２灰黄褐色砂質土（締まる）
２：2.5Y６/２灰黄色砂質土（締まる、黄褐色
　　粘土ブロック含む）
３：2.5Y６/２灰黄色砂質土（締まる、灰色粘
　　土ブロック含む）
４：2.5Y５/２暗灰色細砂（締まりなし、黄褐
　　色粘土ブロック含む）

１：10YR３/２黒褐色砂質土（締まる）
２：10YR４/２灰黄褐色砂質土（締まる）＝SD01埋土
３：2.5Y６/２灰黄色シルト（締まる、黄褐色粘土ブ
　　ロック含む）＝SD01埋土
４：2.5Y６/２灰黄色シルト＝基盤層
５：2.5Y４/２暗灰黄色粘質土＝基盤層
６：2.5Y５/３黄褐色砂質土＝基盤層
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となった。この平坦面上では土塁に平行する大きな溝（SD01）と小さな溝（SD02・03）を検出し

た。

出土遺物（第17図、図版17・18）

３トレ SD02

須恵器（41・42）　41は杯 A の底部片。底面は回転ヘラケズリされる。42も杯類とみられるが、

小片のため判然としない。底部と体部の境は丸みをおびる。

土製品（43）　鞴羽口の小片。外面はかなり強く被熱し、硬質化している。胎土は５mm 前後の白

色鉱物を多分に含む粗いものである。

３トレ上層

磁器（44・45）　44は白磁椀の小片。口縁部の周辺は釉を掻き取り、口禿げとする。太宰府分類

Ⅸ類。45は青磁椀。太宰府分類の龍泉Ⅰ類とみられる。

鉄滓（46）　塊状をなし、表面は凹凸が著しい。わずかに着磁する。

５トレSD01

須恵器（47）　杯 B 身。体部と底部の境は丸みをおび、つぶれた低い高台がつく。回転ナデ調整。

５トレ濠埋土

土師器（48）　丸底杯。底部を押し出して丸底に成形する。底部はヘラ切りされ、板状圧痕が残る。

黒色土器（49）　椀の底部。内外面を燻すB類。高い高台を有する。

磁器（50・51）　いずれも白磁椀。50は口縁に向かって内湾気味に開き、口縁端部は玉縁状をなす。

太宰府分類Ⅳ類。51は直立する高い高台を有する。体部と高台の境まで施釉する。内面底部付近に

一条の沈線がめぐる。太宰府分類Ⅴ類。

須恵器（52）　杯 B 身。高台は高さがあり、端部はつまみ出される。高台の一部は潰れ、スサと

みられる圧痕が残る。内面には「ト」字状のヘラ記号が刻まれる。

５トレ基盤層

土師器（53）　小型の甕。球胴をなし、頸部はややしまる。口縁部は短く開き、端部は丸くおさめ

る。口縁部はナデ。胴部は外面ハケ、内面ケズリ。

弥生土器（54）　甕の小片。口縁は鋤形で、わずかに外傾する。外面には断面 M 字状の突帯が一

条めぐる。外面丹塗り。

５トレ遺構面

土製品（55・56）　鞴羽口。55は両端を欠損する。先端の破断面も被熱することから、破損後も

使用されたとみられる。いずれも先端部から５cm 程度は被熱し、褐灰色を呈することから、炉体

の内側に位置していたとみられる。特に先端部は表面が発泡し、硬質化している。芯棒に粘土を巻

き付けて成形したとみられ、56では板状の粘土を二重に巻き付けた様子が観察でき、その境で剥離

していた。先端部は面取りしている。55の外径は最大7.5cm、内径は2.4cm を測る。56の外径は先

端部で4.3cm、最大6.5cm、内径は2.0cm を測る。
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１：造成土
２：耕作土
３：床土
４：10YR５/３にぶい黄褐色砂質土（よく締まる）
５：10YR５/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘土ブロック含む）
６：10YR４/２灰黄色砂質土（暗褐色粘土ブロック含む）
７：10YR３/２黒褐色砂質土
８：10YR４/３にぶい黄褐色砂質土（黄褐色粘土ブロック含む）
９：10YR３/２黒褐色砂質土（粒子粗い）
10：2.5Y５/２暗灰黄色細砂
11：2.5Y６/２灰黄色粗砂
12：2.5Y６/１黄灰色細砂
13：10YR５/２灰黄色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD03埋土

14：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD02埋土
15：10YR５/２灰黄褐色砂質土（明黄褐色粘土ブロック含む）＝SD01埋土
16：2.5Y５/１黄灰色砂質土（にぶい黄色粘土ブロック含む）＝SD01埋土
17：2.5Y５/３黄褐色砂質土＝基盤層
18：2.5Y６/６明黄褐色粘質土＝基盤層
19：2.5Y６/２灰黄色細砂＝基盤層
20：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂＝基盤層
21：2.5Y５/３黄褐色細砂＝基盤層
22：2.5Y４/２暗灰黄色粗砂（５cmほどの礫含む）＝基盤層
23：2.5Y４/２暗灰黄色砂質土（粒子の異なる砂がラミナ状に堆積）＝基盤層
24：2.5Y６/２灰黄色細砂＝基盤層
25：2.5Y５/４黄褐色粗砂＝基盤層
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12：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）

13：2.5Y６/６黄灰色粗砂（やや締まる）
14：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
15：7.5YR５/６明褐色粗砂（やや締まる）
16：2.5Y６/１黄灰色細砂
17：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土
18：2.5Y４/１黄灰色粗砂
19：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）
20：10YR５/１褐灰色粘質土（よく締まる、粘性強い）
21：10YR６/６明黄色粘質土（よく締まる、粘性強い）

22：2.5Y６/２灰黄色シルト（よく締まる）
23：2.5Y６/１黄灰色砂質土
24：2.5Y６/２灰黄色シルト（よく締まる）
25：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
26：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
27：2.5Y４/３オリーブ褐色シルト
28：7.5YR４/３褐色粗砂
29：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂

１：耕作土
２：床土
３：2.5Y４/３オリーブ褐色土
４：7.5YR５/３灰オリーブ粘質土（砂粒多く含む）
５：５Y５/２灰オリーブ粗砂
６：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）
７：2.5Y４/３オリーブ褐色粘質土（よく締まる、粘性強い）

１：2.5Y５/３黄褐色砂質土（しまる、明黄褐色
　　粘土ブロック含む）
２：2.5Y６/２灰黄色砂質土（やや締まる）
３：10YR６/６明黄褐色粘質土（よく締まる、
　　炭化物多く含む）
４：2.5Y５/２暗灰黄色粗砂
５：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）

６：2.5Y６/６黄灰色粗砂（しまる）
７：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
８：2.5Y６/６黄灰色粗砂（やや締まる）
９：2.5Y６/４にぶい黄色シルト（締まる）
10：7.5YR５/６明褐色粗砂（やや締まる）
11：2.5Y６/１黄灰色細砂
12：10YR４/２灰黄色褐色砂質土（締まる）＝SD01埋土
13：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まる、明黄褐色粘質
　　土ブロック含む）＝SD01埋土
14：2.5Y６/２灰黄色砂質土（やや締まる、黄灰色粘質
　　土ブロック含む）＝SD01埋土
15：2.5Y６/１黄灰色砂質土（やや締まる）＝SD01埋土

１：10YR4/２灰黄褐色砂質土（締まる、１cmほどの白色砂粒多く含む）
２：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まる、明黄褐色粘質土ブロック含む）
３a：2.5Y６/２黄色砂質土（やや締まる、粒子粗い）
３b：2.5Y５/２暗灰色砂質土（締まりなし、粒子細かい）
３c：2.5Y５/２暗灰黄色砂質土（締まりなし、３b層より粒子細かい）

１：10YR４/２灰黄褐色砂質土（締まる）
２：2.5Y６/２灰黄色砂質土（締まる、黄褐色
　　粘土ブロック含む）
３：2.5Y６/２灰黄色砂質土（締まる、灰色粘
　　土ブロック含む）
４：2.5Y５/２暗灰色細砂（締まりなし、黄褐
　　色粘土ブロック含む）

１：10YR３/２黒褐色砂質土（締まる）
２：10YR４/２灰黄褐色砂質土（締まる）＝SD01埋土
３：2.5Y６/２灰黄色シルト（締まる、黄褐色粘土ブ
　　ロック含む）＝SD01埋土
４：2.5Y６/２灰黄色シルト＝基盤層
５：2.5Y４/２暗灰黄色粘質土＝基盤層
６：2.5Y５/３黄褐色砂質土＝基盤層
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第17図　３・５トレンチ出土遺物実測図（1/3）

３トレンチ SD02

５トレンチ SX01

３トレンチ

５トレンチ SD01

５トレンチ

41

42

43

44

45

46

47

48

50

51

52

55

56

53

54

49

0 10㎝

強い被熱

弱い被熱

p01-26.indd   24 2022/03/14   11:03:03



― 25 ―

表１　遺物観察表①

遺物
番号 種類 器種 出土地点

法量（cm・g）
①口径②器高③底径
④高台径⑤最大径

※（復元値）〈残存値〉

形態・技法・文様の特徴 A：胎土　　　B：焼成　　　C：色調 備考

1 須恵器 杯蓋 1トレ2区最上層 ①（13.8）　②〈3.3〉

天井部外面回転ヘラケズリ
天井部内面当て具痕
他は回転ナデ
口縁部端部縄目痕あり

A：2mm 以下の白色・黒色砂粒を含む　B：良好
C：内 N6/ 灰色　外5YR6/1 灰色～5Y5/1 灰色 外面降灰

2 須恵器 杯身 1トレ4区最上層 ①（14.8）　②〈3.3〉
受部径（17.8） 内外面回転ナデ

A：1mm 以下の白色・黒色砂粒を含む　B：良好
C： 内10YR6/1 褐 灰 色　 外10YR5/1 褐 灰 色 ～
10YR2/1 黒色

外面降灰
外面別個体
付着

3 土製品 炉壁 1トレ1区最上層 長さ3.9　幅4.4
厚さ2.8

A：粗砂粒・スサを含む　B：良好
C：5YR7/1 灰白色～5Y4/1 灰色

被熱による
黒変

4 土師器 丸底杯 1トレ3区褐色土
＋砂② ①（15.2）　②〈5.1〉

外面回転ナデ
内面調整不明
体部下位指オサエか

A：3mm の白色砂粒・長石を含む　B：良好
C：内外7.5YR8/2 灰白色

5 弥生土器 甕 1トレ1区濠埋⑤ ①（27.4）　②〈9.9〉
体部内外面ハケメ
口縁部外面ヨコナデ
口縁部内面ヨコハケ

A：2mm 以下の白色砂粒・長石・雲母を含む　B：良好
C：内10YR7/2 にぶい黄橙色～7.5YR5/8 明褐色　
外10YR7/2 にぶい黄橙色～5YR4/6 赤褐色

6 須恵器 杯身 1トレ SX01
黄褐色土 ①（13.6）　②〈4.2〉内外面回転ナデ A：3mm 以下の白色砂粒、1mm 以下の黒色砂粒を

含む　B：良好　C：内 N6/ 灰色　外 N5/ 灰色 外面降灰

7 須恵器
壺

（長頸
壺か）

1トレ SX01
黄褐色土 ②〈6.0〉　④（9.4）

内面回転ナデ
底部外面ヘラ切り後ヘラケズリ
体部外面上位回転ナデ
体部外面下位回転ヘラケズリ

A：3mm 以下の白色砂粒、1mm 以下の黒色砂粒を
含む
B：良好　C：内 N6/ 灰色　外 N5/ 灰色

外面降灰

8 土師器 杯か皿 1トレ SX01
黄色粘土 ②〈2.2〉 底部外面ヘラケズリ

他は調整不明

A：1mm 以下の白色砂粒、微細な雲母を含む
B： や や 軟 質　C： 内10YR8/4 浅 黄 橙 色　 外
10YR4/1 褐灰色～10YR7/4 にぶい黄橙色

底部外面黒
斑

9 須恵器 高台
付杯 1トレ SX01R1 ①（15.2）　②6.7

④10.2

底部外面ヘラケズリ
底部外面中央ヘラ切り
底部内面不定方向ナデ
他は回転ナデ

A：2mm 以下の白色・黒色砂粒を含む　B：やや軟
質
C：内2.5Y6/1 黄灰色　外7.5Y6/2 灰褐色～7.5Y6/1 
灰褐色

底部外面同
心円状の圧
痕あり

10 須恵器 高台
付杯

1トレ SX01拡張部
（灰色土） ②〈4.7〉 内外面回転ナデ A：2mm 以下の砂粒を含む　B：良好

C：内外2.5Y6/1 黄灰色

11 須恵器 椀か 1トレ SX01拡張部
（灰色土） ②〈4.9〉 内外面回転ナデ A：2mm 以下の白色・黒色砂粒を含む　B：やや良

好　C：内外5Y7/1 灰白色 歪みあり

12 須恵器 杯 1トレ SX01拡張部
（灰色土） ①13.8　②4.75 底部外面ヘラ切り後ナデ

他は回転ナデ
A：微細な白色砂粒を含む　B：良好
C：内 N6/ 灰色　外 N5/ 灰色～7.5YR5/2 褐灰色 外面降灰

13 須恵器 杯 1トレ SX01拡張部
（灰色土）

①（15.0）　②5.1
③（10.4）

底部外面ヘラ切り
他は回転ナデ

A：2mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：内外5Y7/1 灰白色

14 土師器 皿 1トレ SX01R2 ①（21.0）　②3.3
③15.3

底部外面回転ヘラケズリ
他は回転ナデ

A：1mm 以下の白色砂粒を少量含む　B：良好
C：内7.5Y5/6 明褐色　外7.5YR5/4 にぶい褐色～
7.5YR2/1　黒褐色

底部外面黒
斑あり

15 土師器 甕 1トレ SX01拡張部
（灰色土） ②〈3.7〉

口縁部内面～頸部外面回転
ナデ
頸部内面ヘラケズリ後ナデ

A：2mm 以下の白色・黒色砂粒・雲母、4mm 以下
の長石を含む　B：良好
C：内7.5YR6/4 にぶい橙色　外5YR6/4 にぶい橙色

外面黒斑

16 土師器 甕 1トレ SX01拡張部
（灰色土）

①（22.3）
②〈11.0〉

体部外面ハケメ
体部内面ケズリ
他はヨコナデ

A：4mm 以下の石英、微細な砂粒を含む　B：良好
C：内外7.5YR6/4 にぶい橙色・7.5YR4/1 褐灰色

17 土師器 甕 1トレ SX01拡張部
（灰色土） ①（35.0）　②〈8.5〉

体部外面ナデ
体部内面ケズリ後ナデ
他はヨコナデ

A：1mm以下の白色・褐色砂粒・長石・雲母を含む　B：
良好　C：内外10YR7/3 にぶい黄橙色・10YR2/1 
黒色

外面煤付着

18 須恵器 杯蓋 1トレ4区砂層上面
（R1）

①（16.5）　②2.4
つまみ径2.6
つまみ高0.4

天井部外面ヘラケズリ
他は回転ナデ

A：1mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：内外 N6/ 灰色

19 須恵器 高台
付杯

1トレ SX02下部　
R-1 ②〈4.0〉　④（9.4）

底部外面ヘラ切り未調整
底部内面不定方向ナデ
体部外面下位回転ヘラケズリ
他は回転ナデ

A：2mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：内外 N7/ 灰白色

20 土師器 皿 1トレ SX02埋土
（上部） ②1.9 底部外面ヘラ切りか

他は回転ナデ

A：微細な白色・黒色砂粒・雲母を含む　B：やや
不良
C：内外5YR6/6 橙色

21 土師器 甑 1トレ SX02下部　
R3 ②〈10.0〉

内外面ケズリ一部指オサエ
あり
把手部ナデ成形

A：4mm以下の白色砂粒・長石・石英・雲母を含む　B：
良好　C：内7.5YR7/3 にぶい橙色　外10YR7/3 に
ぶい黄橙色～5YR6/4 にぶい橙色・5YR3/1 黒褐色

外面黒斑あ
り

22 土師器 甑 1トレ SX02下部　
R2 ②〈8.0〉

外面ハケメ
内面ケズリ
把手部ナデ成形一部指オサエあり

A：3mm 以下の白色砂粒・長石・石英・角閃石・雲
母を含む　B：良好　C：内10YR8/1 灰白色　外
10YR8/2 灰白色～7.5YR7/6 橙色・10YR2/1 黒色

外面黒斑あ
り

23 弥生土器 壺 1トレ SX02下部　
R4 ②〈3.4〉　③3.9 外面ナデ

内面ハケメ
A：微細な白色砂粒・角閃石、多量の雲母を含む　B：
良好　C：内10YR6/2 灰黄褐色　外10YR2/1 黒色

外面黒斑あ
り

24 須恵器 高台
付杯 1トレ SX04床 ①13.2　②4.4

④9.7

底部外面回転ヘラ切り後ナデ
底部内面ナデ一部指オサエ
他は回転ナデ

A：4mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：内2.5GY7/1 明オリーブ灰色～2.5Y6/1 オリーブ
灰色　外 N8/ 灰白色

25 白磁 椀 1トレ北端部
褐色土 ②〈2.9〉 内外面施釉 A：精良　B：良好

C：釉2.5GY7/1 明オリーブ灰色　胎土 N8/ 灰白色

26 土製品 棒状
土製品 2トレ南側青灰土 残存長5.25

残存幅4.0
A：4mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：7.5YR8/4 浅黄橙色～7.5YR6/2 灰褐色

27 土師器 杯蓋 2トレ黒褐 つまみ径2.6
つまみ高〈1.05〉 内外面回転ナデ A：微細な砂粒を含む　B：良好

C：内7.5YR8/6 浅黄橙色　外7.5YR7/4 にぶい橙色

28 土師器 杯蓋 2トレ黒褐 つまみ径2.7
つまみ高〈1.3〉 内外面回転ナデ

A：微細な砂粒を含む　B：良好
C：内5YR7/6 橙色～5YR7/8 橙色　外7.5YR7/4 に
ぶい橙色
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遺物
番号 種類 器種 出土地点

法量（cm・g）
①口径②器高③底径
④高台径⑤最大径

※（復元値）〈残存値〉

形態・技法・文様の特徴 A：胎土　　　B：焼成　　　C：色調 備考

29 須恵器 高台
付杯 2トレ北端部18層 ②〈2.8〉　④（10.0）

底部外面ヘラ切り
体部外面下位回転ヘラケズリ
他は回転ナデ

A：4mm 以下の砂粒を含む　B：軟質
C：内外2.5Y7/1 灰白色

30 土師器 高台
付杯 2トレ北端部黒褐 ②〈1.6〉 内外面回転ナデ

A：5mm 以下の白色砂粒、微細な黒色砂粒を含む
B：やや軟質　C：内7.5YR8/6 浅黄橙色～5YR7/8 
橙色　外10YR8/3 浅黄橙色

31 須恵器 杯 2トレ北端部黒褐土 ②〈1.4〉　③（10.6）底部外面ヘラケズリ後ナデ
他は回転ナデ

A：3mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：内5BG6/1 青灰色　外5BG6/1 青灰色～5BG5/1 
青灰色

底部外面ヘラ記
号あり
内外面墨痕あり

32 土師器 皿 2トレ北端部黒褐土 ②2.75 底部外面ヘラ切りか
他は回転ナデ

A：微細な黒色砂粒、2mm 以下の白色砂粒を含む
B：良好　C：内外10YR7/2 にぶい黄橙色

33 土師器 甕 2トレ北端部黒褐土 ②〈11.4〉
⑤（16.4）

体部外面ハケメ
体部内面ケズリ
他はヨコナデ

A：2mm 以下の白色砂粒・長石・石英・角閃石・多量
の雲母を含む　B：良好　C：内10YR7/2 にぶい黄
橙色～10YR4/1 褐灰色　外10YR2/1 黒色

外面黒斑あ
り

34 土師器 甕 2トレ黒褐 ②〈3.9〉
体部外面調整不明
体部内面ケズリ
他はヨコナデ

A：2mm 以下の白色砂粒・長石・雲母を含む
B：良好　C：内5YR3/3 暗赤褐色～5YR3/1 黒褐色　
外5YR6/6 橙色～5YR4/1 褐灰色

35 土師器 甑 2トレ黒褐 ②〈5.8〉
内面ケズリ
把手部ナデ成形一部ケズリ
痕あり

A：4mm 以下の白色砂粒・長石・石英・雲母を含む
B：良好
C：内外10YR7/3 にぶい黄橙色～10YR6/1 褐灰色

36 須恵器 杯蓋 2トレ北端部19層 ②〈1.1〉 内外面回転ナデ A：微細な白色砂粒を含む　B：良好　C：内外
5Y6/1 灰色

37 土師器 蓋 2トレ北端部19層 ②〈1.2〉 内外面回転ナデ A：微細な砂粒を少量含む　B：良好　C：内外
7.5YR7/6 橙色

38 白磁 椀 4トレ1層
（暗褐色砂質土）②〈2.25〉　④（7.6）内面施釉 A：精良　B：良好

C：釉2.5Y7/2 灰黄色　胎土2.5Y8/1 灰白色

39 土師器 杯蓋 4トレ3層黄褐色
砂質土

つまみ径3.1
つまみ高〈1.25〉

外面回転ナデ
内面調整不明

A：1mm 以下の白色砂粒、微細な雲母を含む
B：良好　C：10YR8/3 浅黄橙色

40 須恵器 高台
付杯

4トレ3層黄褐色
砂質土 ②〈1.05〉 外面回転ナデ

内面不定方向ナデ
A：1mm 以下の白色砂粒を含む　B：良好
C：N6/ 灰色

41 須恵器 杯 3トレ SD02埋土 ②〈2.5〉
底部外面ヘラケズリ
底部内面不定方向ナデ
他は回転ナデ

A：1mm 以下の白色砂粒、6mm の長石を含む
B：良好
C：内5Y7/1 灰白色　外5YR5/1 褐灰色

42 須恵器 杯 3トレ SD02埋土 ②〈2.1〉 外面調整不明
内面回転ナデ

A：1.5mm 以下の白色・黒色砂粒を含む　B：良好
C：内外 N7/ 灰白色

43 土製品 羽口 3トレ SD02上面 長さ3.6　幅5.6
厚さ2.25 面取り調整か

A：微細な砂粒を含む　B：良好
C：内10YR2/1 黒色　外10Y2/1 黒色・5Y7/1 灰白
色

高温の被熱
により黒変・
ガラス質化

44 白磁 椀 3トレ4・6層
（暗褐色砂土） ②〈1.7〉 口縁部端部露胎

他は施釉
A：精良　B：良好
C：釉10GY8/1 明緑灰色　胎土2.5GY8/1 灰白色

45 青磁 椀 3トレ拡張区床土下
暗褐色土（平安含）②〈4.0〉 内外面施釉 A：精良　B：良好

C：釉5Y6/3 オリーブ黄色　胎土5Y7/1 灰白色

46 鉄製品 鉄滓 3トレ拡張区床土下
暗褐色土（平安含）

長さ2.7　幅4.8
厚さ2.35
重さ32ｇ

C：2.5Y3/2 黒褐色～7.5YR6/6 橙色

47 須恵器 高台
付杯 5トレ SD01検出面 ②〈3.05〉　④8.4

底部外面ヘラ切り後ナデ
底部内面ナデ
他は回転ナデ

A：微細な砂粒を少量含む　B：良好　C：内外 N7/ 
灰白色

48 土師器 丸底杯 5トレ B 区外濠
最上層 ①15.0　②3.75 外面ナデ

内面回転ナデ
A：微細な砂粒を少量含む　B：良好
C：内外7.5YR8/4 浅黄橙色

底部外面板
状圧痕あり

49 黒色土器 椀 3・5トレ SD01上層
暗褐色砂質土 ②〈2.35〉 体部外面下位ミガキ？

他は回転ナデ
A：微細な砂粒を含む　B：良好
C：内10YR2/1 黒色　外10Y2/1 黒色・5Y7/1 灰白色

50 白磁 椀
5トレ暗褐色砂質土

（黄褐色粘質土整地
土を被う層）

②〈3.8〉
内外面施釉
外面ヘラケズリ
他は回転ナデ

A： 精 良　B： 良 好　C： 釉5Y7/1 灰 白 色　 胎 土
N8/ 灰白色

51 白磁 椀
5トレ暗褐色砂質土

（黄褐色粘質土整地
土を被う層）

②〈3.4〉　④5.55
内面～外面上位施釉
体部外面下位回転ヘラケズ
リ

A：精良　B：良好
C：釉7.5Y7/1 灰白色　胎土5Y7/1 灰白色

太宰府分類
白磁碗Ⅴ類

52 須恵器 高台
付杯

5トレ B 区外濠
灰色シルト R1 ②〈5.0〉　④（10.8）

底部外面ヘラ切り後ナデ
体部外面ヘラケズリ
内面回転ナデ

A：2mm 以下の白色砂粒・長石を少量含む
B：良好　C：内外 N4/ 灰色

底部内面ヘラ
記号あり
高台部ハケ状
の工具痕あり

53 土師器 壺
5トレ B 区濠埋土
灰白砂質土（粗砂）

下層
①（14.0）　②〈9.5〉

体部外面ハケメ
体部内面ケズリ
他はヨコナデ

A：微細な白色砂粒・長石・角閃石・雲母を含む　B：
良好　C：内7.5YR6/3 にぶい褐色　外7.5YR7/4　に
ぶい橙色～2.5YR5/6　明赤褐色

54 弥生土器 甕 5トレ B 区外濠下層
灰色砂質土 ②〈5.4〉

体部外面中位突帯貼付け
体部外面上位暗文
体部外面下位調整不明
体部内面ナデ一部指オサエ
口縁部ヨコナデ

A：微細な白色砂粒・雲母を含む　B：良好
C：内外10YR7/3 にぶい黄橙色～7.5YR6/6　橙色

55 土製品 羽口
5トレ SX01 R1取

り上げ
（黄褐色粘質土内）

最大長10.9
最大径7.5
孔径2.4

工具による面取り調整
筒状の芯材に巻き付けて成
形か粘土が螺旋状に巻き付
いていることが確認できる

A：微細な白色・黒色砂粒・雲母を含む　B：良好
C：10YR4/1 褐灰色～10YR2/1 黒色・10YR6/1 褐
灰色・10YR8/3 浅黄橙色

高温の被熱
により黒変
内面煤付着

56 土製品 羽口
5トレ SX01 R1取

り上げ
（黄褐色粘質土内）

最大長8.8
最大径6.3
孔径2.0

工具による面取り調整
A：微細な白色砂粒・雲母を含む　B：良好
C：10YR4/1 褐灰色～10YR2/1 黒色・10YR5/1 褐
灰色・10YR8/3 浅黄橙色

高温の被熱
により黒変

表２　遺物観察表②
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Ⅳ章　自然科学分析
１．自然科学分析の概要� 株式会社古環境研究所

　今回の分析調査では、水城跡の外濠構築前後の古環境（周辺植生と堆積環境）を明らかにするこ

とを目的として、花粉分析と植物珪酸体分析および珪藻分析を実施する。調査対象は、水城跡の中

央やや東側、御笠川により土塁が途切れる「欠損部」と呼ばれる部分の外濠がある地点の濠の埋土

である。

２．分析試料

　分析試料は、1トレンチ、2トレンチ、4トレンチ、5トレンチより採取された土壌試料14点である。

このうち、花粉分析と植物珪酸体分析はすべての試料を対象に、珪藻分析は1トレンチの基本層序

⑦（水城築造以前の基盤層）、4トレンチの S5と S6、5トレンチの S5、S6、S7、S9の7点を対象と

する。分析試料の詳細を表1に示す。

３．花粉分析

　花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。

花粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分

解されて残存していない場合もある。

（１）分析方法

表３　分析試料一覧

トレンチ 試料
番号 層位 形成時期 試料の土色 試料の層相

1 i 7層 外濠埋没過程の堆積土 10YR5/3にぶい黄褐 中粒～粗粒砂混じり極細粒砂質シルト。
擾乱されている。

1 o 基本層序⑦ 水城築造以前の基盤層 10YR4/6～5/6褐～黄褐 細礫～粗粒砂
2 S1 15層 外濠埋没過程の堆積土 10YR1.7/1黒 中粒～粗粒砂混じり極細粒砂質粘土質シ

ルト。腐植質土壌。
2 S4 20層 外濠埋没過程の堆積土 10YR4/2灰黄褐 細礫～粗粒砂混じりシルト質細粒砂。擾

乱されている。
4 S1 4層 平安期の堆積土 10YR4/3灰黄褐 細礫～中粒砂混じりシルト質細粒砂。擾

乱されている。
4 S4 7層 外濠埋没過程の堆積土 10YR5/6～6/4黄褐～にぶ

い黄橙
シルト質粘土。擾乱されている。

4 S5 8層 外濠埋没過程の堆積土 7.5Y4/1灰 細粒砂～中粒砂混じり粘土質シルト。塊
状。

4 S6 15層 水城築造以前の基盤層 10Y7/1～6/1灰白～灰 細礫・中粒砂混じり粗粒～極粗粒砂。
4 S8 19層 水城築造以前の基盤層 10YR4/1～3/1褐灰～黒褐 中粒砂・粘土混じり極細粒砂質シルト。

わずかに腐植含む
5 S3 ６層 平安期の堆積土 2.5Y5/2暗灰黄 中粒～粗粒砂混じりシルト質細粒砂。極

わずかに腐植含む。
5 S5 13層 外濠埋没過程の堆積土 7.5Y5/2灰オリーブ シルト混じり極細粒砂～細粒砂。葉理構

造。
5 S6 14層 外濠最初期の堆積土 7.5Y3/1～4/1オ リ ー ブ 黒

～灰
極細粒砂質シルト質粘土。やや有機質。
擾乱されている。

5 S7 15層 古墳時代初頭前後の堆積土 10YR6/1～7/1灰～灰白 中粒砂混じり細礫～粗粒砂。
5 S9 17層 古墳時代初頭前後の堆積土 10YR5/2灰黄褐 中粒砂混じりシルト質極細粒砂。やや腐

植含む。擾乱されている。
土色は標準土色帳（1990）に基づく
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　試料（湿重量約3－4g）を遠沈管にとり、10% 水酸化カリウム溶液を加え10分間湯煎する。水

洗後、46% フッ化水素酸溶液を加え1時間放置する。水洗後、比重分離（比重2.1に調整した臭化亜

鉛溶液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセ

トリシス処理（無水酢酸9：濃硫酸1の割合の混酸を加え20分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグ

リセリンを滴下し保存用とする。プレパラート作成は、残渣を適量に希釈し、十分に攪拌した後マ

イクロピペットで取り、グリセリンで封入する。検鏡は、プレパラート全面を走査し、その間に産

出する全ての種類について同定・計数する。

　結果は同定・計数結果の一覧表と花粉化石群集の層位分布図として示す。なお、複数の種類（分

類群）をハイフンで結んだものは種類間の区別が困難なものである。

（２）分析結果

　花粉分析結果を表4、第18図に示す。各トレンチの大部分の試料で花粉化石が少ない、あるいは

ほとんど産出しなかった。各トレンチ・試料における花粉化石の産状を以下に示す。

①１トレンチ

　試料 i では、花粉化石は比較的多く産出するが、保存状態が著しく悪い。花粉膜が破損ないし、

薄くなっており、種類を同定できないものが25％を占める。同定された群集組成をみると、草本花

粉が高率を占める。木本花粉では、落葉広葉樹のコナラ亜属、常緑広葉樹のアカガシ亜属が多産す

る。このほか、落葉広葉樹クマシデ属－アサダ属、常緑広葉樹のシイノキ属－マテバシイ属などを

伴う。草本花粉ではイネ科が高率を占める。イネ科の多くは、栽培種を含む40ミクロン以上のもの

からなる。このほか、水生植物のオモダカ属、人里植物のオオバコ属、荒れ地に普通なヨモギ属が

産出する。試料 o では、分析処理後の有機物残渣が微量で、花粉・胞子化石は極まれに産出する程

度である。産出化石の保存状態は著しく悪い。

②２トレンチ

　試料 S1では、分析処理後の有機物残渣量は多いものの、花粉・胞子化石は少ない。わずかに産

出する花粉・胞子化石の保存状態は著しく悪く、種類同定できないものが主体をなす。同定された種

類では、木本花粉でコナラ亜属が多く、アカガシ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科、タンポポ

亜科が多く、カヤツリグサ科などを伴う。試料 S4では、分析処理後の有機物残渣量は普通からや

や多いが、花粉・胞子化石は少ない。わずかに産出する化石の保存状態は著しく悪く、種類同定で

きないものが主体をなす。同定された種類では、木本花粉でシイノキ属－マテバシイ属が多く、コ

ナラ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科－ヒユ科などが確認される。

③4トレンチ

　試料 S1では、分析処理後の有機物残渣量は普通からやや多いが、花粉・胞子化石は少ない。わ

ずかに産出する化石の保存状態は著しく悪く、種類同定できないものが主体をなす。同定された種

類では、木本花粉でコナラ亜属、草本花粉でイネ科が多い。試料 S4・試料 S5では、分析処理後の

有機物残渣量は少なく、花粉・胞子化石はほとんど産出しない。試料 S6では、分析処理後の有機

物残渣量は極微量で、花粉化石は全く産出しない。試料 S8では、分析処理後の有機物残渣量は多

いが、花粉・胞子化石はほとんど産出しない。
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表4　水城跡第64次調査における花粉分析結果

分類群 Taxon

1段目：トレンチ　2段目：試料番号　3段目：層位
1トレンチ 2トレンチ 4トレンチ 5トレンチ
i ｏ S1 S4 S1 S4 S5 S6 S8 S3 S5 S6 S7 S9

7層 基本層
序⑦ 15層 20層 4層 7層 8層 15層 19層 ６層 13層 14層 15層 19層

木本花粉 Arboreal　pollen
マキ属 Podocarpus － － － － － － － － － － － 1 － －
モミ属 Abies 1 － 1 － － － － － － － － 2 － －
ツガ属 Tsuga 2 － － － 1 － － － － － － 1 － －
マツ属複維管束亜属 Pinus subgen.Dipxylon － － － － － － － － － － － 1 － －
マツ属（亜属不明） Pinus(other) 1 － 1 － － － － － － － － 6 － －
コウヤマキ属 Sciadopitys － － － － － － － － － － － 1 － －
スギ属 Cryptomeria 1 － － － － － － － － － － 3 － －
イチイ科－イヌガヤ科
－ヒノキ科

Taxaceae－Cephalotaxaceae－
　Cupressaceae 4 － － － － － － － － － － 5 － －

ヤナギ属 Salix － － － － － － － － － － － 2 － －
ヤマモモ属 Myrica 1 － － － 1 － － － － － － 9 － －
クルミ属 Pterocarya－Juglans － － － － － － － － － － － 3 － －
クマシデ属－アサダ属 Carpinus－Ostrya 8 － 1 － － － － － － － － 4 － －
ハシバミ属 Corylus 1 － － － 1 － － － － － － 1 － －
カバノキ属 Betula － － － － － － － － － － － 1 － －
ハンノキ属 Alnus － － － － － － － － － － － 20 － －
ブナ属 Fagus － － － － － － － － － － － 1 － －
コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 39 － 7 3 12 － － － － 1 － 65 － －
アカガシ亜属 Quercus subgen.Cyclobalanopsis 38 － 1 1 5 － － － － － － 84 － －
シイノキ属－マテバシイ属 Castanopsis－Pasania 7 － 1 10 5 － － － － － 1 81 － －
ニレ属－ケヤキ属 Ulmus－Zelkova － － － － － － － － － － 1 － －
エノキ属－ムクノキ属 Celtis－Ahananthe － － － 1 － － － － － － － 2 － －
イヌザンショウ属 Fagara 1 － － － － － － － － － － 1 － －
モチノキ属 Ilex － － － － － － － － － － － 3 － －
クロウメモドキ科 Rhamnaceae － － － － － － － － － － － 1 － －
ブドウ属 Vitis 1 － － － － － － － － － － 1 － －
ウコギ科 Araliaceae － － － － － － － － － － － 3 － －
ツツジ科 Ericaceae － － － － － － － － － － － 2 － －
カキノキ属 Diospyros － － － － － － － － － － － 2 － －
ハイノキ属 Symplocos － － － － － － － － － － － 1 － －
スイカズラ属 Lonocera － － － － － － － － － － － 1 － －

草本花粉
オモダカ属 Sagittaria 6 － － － － － － － － － － 1 － －
イネ科（40ミクロン未満） Gramineae 21 1 2 1 1 － － － － 2 － 47 － －
イネ科（40ミクロン以上） Gramineae 142 － 10 2 9 － － － － － － 106 － －
カヤツリグサ科 Cyperaceae 3 － 2 1 － － － － － － － 36 － －
ミズアオイ属 Monochoria － － － － － － － － － － － 3 － －
ツユクサ属近似種 cf.Commelina － － 1 － － － － － － － － － －
クワ科 Moraceae － － － － － － － － － － － 4 － －
サナエタデ節－
　ウナギツカミ節

Polygonum sect.
　Persicaria－Echinocauron 4 － － － － － － － － － － 4 － －

タデ属 Polygonum － － － － － － － － － － － 1 － －
アカザ科－ヒユ科 Chenopodiaceae－Amaranthaceae － － 1 2 1 － － － － － － 4 － －
ナデシコ科 Caryophyllaceae － － － － － － － － － － － 2 － －
カラマツソウ属 Thalictrum － － － － 1 － － － － － － － －
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 3 － － － － － － － － － － 1 － －
アブラナ科 Cruciferae － － 1 － － － － － － 1 － 1 － －
バラ科 Rosaceae － － － － － － － － － － － 3 － －
マメ科 Leguminosae － － － － － － － － － － － 7 － －
ツリフネソウ属 Impatiens － － － － － － － － － － － 1 － －
キカシグサ属 Rotala － － － － － － － － － － － 2 － －
セリ科 Umbelliferae 3 － － － 1 － － － － － － 7 － －
シソ科 Labiatae － － － － － － － － － － － － －
オオバコ属 Plantago 1 － － － － － － － － － － 1 － －
オナモミ属 Xanthoium 2 － － － － － － － － － － － －
キク亜科 Carduoideae 2 － 1 1 － － － － － － － 5 － －
タンポポ亜科 Cichorioideae － － 7 － － － － － － 1 － － － －

シダ類胞子 Fern　Spore
単条孔型胞子 Monoletespore 60 － 5 2 6 3 7 1 4 5 22 15 － －
三条孔型胞子 Triletespore 17 2 3 － 2 － － － 1 － 6 11 － －

不明 unknown
不明花粉 Unknown pollen 1 － － － － － － － － － － 56 － －
同定不能花粉 Poorly preserved Pollen 121 4 40 31 15 － 3 － － 2 5 124 － 1

合計 Total
木本花粉 Arboreal pollen 105 0 12 15 25 0 0 0 0 1 1 309 0 0
草本花粉 NonArborealpollen 187 1 25 7 13 0 0 0 0 4 0 236 0 0
シダ類胞子 Pteridophyta 77 2 8 2 8 3 7 1 5 5 28 26 0 0
不明 unknown 122 4 40 31 15 0 3 0 0 2 5 180 0 1
総数 Total 491 7 85 55 61 3 10 1 5 12 34 751 0 1
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④5トレンチ

　試料 S3・試料 S5では、分析処理後の有機物残渣量は普通であるが、花粉化石はほとんど産出せ

ず、シダ類胞子がわずかに産出する。試料 S6では、分析処理後の有機物残渣量は多く、花粉・胞

子化石が多産する。産出化石の保存状態は全般に悪く、種類同定ができないものが24% 程度占める。

同定された群集組成をみると、木本花粉と草本花粉が同程度の割合で産出する。木本花粉では、落

葉広葉樹のコナラ亜属、常緑広葉樹のアカガシ亜属・シイノキ属－マテバシイ属が多産する。この

ほか、ヤマモモ属、ハンノキ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産する。イネ科の多くが40ミ

クロン以上の大きさのものである。このほか水生植物ないしその種類を含むオモダカ属、カヤツリ

グサ科、ミズアオイ属、キカシグサ属、人里植物のオオバコ属、荒れ地に普通なヨモギ属が産出す

る。試料 S7・試料 S9では、分析処理後の有機物残渣量は極微量で、花粉・胞子化石はほとんど産

出しない。

（３）考察

①花粉化石の産状について

　上述の結果で示したように、今回調査を実施した試料の多くで花粉・胞子化石が少なく、わずか

に産出する化石も保存状態が著しく悪かった。

　一般に花粉・胞子化石は、土壌生成が進行するような好気的な場所では、物理・化学・生物的な

要因により分解消失することが知られている（中村，1967など）。花粉・胞子の風化作用に対する

抵抗力は、花粉・胞子中の外壁中に含まれているスポロポレニンの量にほぼ一致するとされ

（Havinga, 1964）、花粉に比較して、スポロポレニンの量が多いとされるシダ類胞子や外膜が厚い

針葉樹花粉は風化作用の影響を受けても化石として残りやすいことが知られている（Brooks ＆ 

Shaw, 1971、Stanley&Linskens, 1974；徳永・山内，1971など）。また、花粉・胞子は微細な鉱物

粒子と挙動をともにするため、砂礫などの粗粒堆積物では花粉化石が少ない場合が多い。

　今回の試料をみると、1トレンチの試料 o、4トレンチ試料 S6、5トレンチ試料 S7は粗粒砂～細礫

からなる。これらの試料では分析処理後の有機物残渣量および花粉・胞子化石も極少なかった。現

地調査を実施していないため各層準の成因を特定できないものの、洪水流などで供給された堆積物

だとすれば、水理的に淘汰されている（流失した）可能性が考えられる。5トレンチ試料 S5は粗粒

ではないが、葉理構造が確認される泥質細粒砂～細粒砂からなることから、水理的に淘汰されてい

る可能性や堆積速度が速く取り込まれた化石が少なかった可能性がある。その他の試料は、いずれ

も初成の堆積構造が認められない、擾乱されている泥質堆積物からなる。このうち、1トレンチ試

料 i と5トレンチ試料 S6では比較的多くの花粉化石が検出されたが、それ以外は化石数が極めて少

なかった。また、産出する化石の保存状態が悪く、同定された分類群が比較的残りやすい針葉樹や

シダ類胞子や特徴的な形態を有する分類群であったことを合わせ考えると、擾乱が確認されている

試料では堆積時・後の擾乱期に物理・化学・生物的作用の影響によって花粉・胞子化石が分解消失

している可能性が考えられる。そうだとすると、外濠堆積物は常に冠水しているような状況下で形

成された堆積物ではなく、水位変動のある、乾湿を繰り返すような状況に置かれていたことになる。

この点については、外濠堆積物の累重状況について堆積学・土壌学的視点から検証する必要がある。

比較的多くの花粉化石が産出した1トレンチ試料 i と5トレンチ試料 S6も分解消失したものも存在

p27-47.indd   31 2022/03/14   11:06:34



― 32 ―

するとみられ、多少淘汰された偏った化石群集になっている可能性がある。この点を踏まえ、当該

期の古植生について検討する。

②調査地近辺の古植生

　上記したように外濠最初期の堆積物である5トレンチ試料 S6と、その後の埋没過程の堆積物であ

る1トレンチ試料 i からは比較的多くの花粉化石が検出された。

　花粉化石群集の構成比をみると、外濠最初期の堆積物である5トレンチ試料 S6では木本花粉と草

本花粉がほぼ同程度の割合を示しているが、埋没過程の堆積物である1トレンチ試料 i では草本花

粉の占める割合が増加している。草本花粉は木本花粉に比較して局所的な植生を反映する場合が多

く、局地的にせよ、1トレンチ試料 i 形成期には草地領域が拡大した可能性がある。

　外濠最初期の堆積物である5トレンチ試料 S6では、イネ科が最も多産する。イネ科花粉に40ミク

ロン以上の大型のものが認められる。大型のイネ科花粉には、栽培種のイネ属やコムギ属、野生種

のカモジグサ、メダケなどのタケ亜科植物が含まれる。栽培種のイネ属と野生種は粒径・表面模様

から識別することが難しく（中村，1974）、植物珪酸体分析の結果を踏まえたイネ科植生の評価が

必要である。この他に水生植物のオモダカ属、ミズアオイ属、キカシグサ属が産出した。いずれも

湿地～水深の浅い水域に生育する小型の抽水植物であり、池沼などの水深のある水域に生育するヒ

シ属やハス属などの浮葉植物の花粉化石は認められない。花粉化石の保存状態が悪かったことを踏

まえると、本層準形成期の調査地点付近の外濠内は常に冠水しているような状態でなかった可能性

がある。また、水生植物のほかに人里植物のオオバコ属、荒れ地に普通なヨモギ属も産出すること

から、外濠周辺にこれらが生育する好気的で開けた場所も存在したとみられる。

　1トレンチ試料 i 形成期には、上記したように草地領域が拡大した可能性がある。イネ科の増加

が顕著で、その中でも大型のイネ科花粉の増加が顕著である。大型のイネ科には栽培種が含まれる

ことから、外濠周辺の氾濫低地における土地利用状況の変化を示しているのかもしれない。この点

も植物珪酸体分析結果や周辺での発掘調査成果を踏まえた評価が必要である。

③森林植生

　外濠堆積物の木本花粉化石群集は、基本的に水城が構築されている御笠川の低地周囲の丘陵地の

植生を反映しているとみられる。

　外濠最初期の堆積物である5トレンチ試料 S6形成期には、アカガシ亜属・シイノキ属－マテバシ

イ属などの常緑広葉樹からなる植生が成立していたとみられる。落葉広葉樹のコナラ亜属は、低地

の中でも洪水の影響が及ばない場所や、丘陵に分布していた可能性がある。なお、ハンノキ属は河

畔林や湿地林を構成する要素を含むことから、氾濫低地の植生構成要素であった可能性もある。ま

た栽培植物のカキノキ属が産出しており、周辺で栽培されていた可能性がある。

　外濠埋没過程の1トレンチ試料 i 形成期も、基本的には同様な森林植生が存在したとみられるが、

常緑広葉樹のシイノキ属－マテバシイ属が減少したとみられる。

　本調査地周辺では、低地西側の丘陵地に位置する牛頸・梅頭・本堂遺跡群の本堂遺跡1次調査区

において、６世紀から8世紀頃の花粉化石群集が確認されている（パリノ・サーヴェイ株式会

社，2008）。その結果をみると、６世紀末頃～7世紀初頭層準ではアカガシ亜属と常緑広葉樹のシ

イノキ属が多産し、8世紀層準にかけてシイノキ属が減少傾向を示している。この層位変化は今回
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の結果でも確認されることから、丘陵地での植生変化を反映している可能性がある。シイノキ属の

減少の背景としては、牛頸窯跡などでは燃料材として萌芽再生能力の高いシイノキ属が多用されて

いることから、人間による植生撹乱が関係しているとみられる。また、本堂遺跡1次調査区の結果

では、今回確認されたような落葉広葉樹のコナラ亜属の多産は確認されていない。このことはコナ

ラ亜属の分布地が丘陵地ではなく、低地の安定領域であったことを示唆する結果ともいえる。当該

期の植生については、今後も情報蓄積が必要であり、特に水城により堰き止められた内濠側の堆積

物を対象とした調査が有効と考えられる。

4．植物珪酸体分析

　植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物

が枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラン

ト・オパール分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネを

はじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，

2000）。また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，

1984）。

（１）分析方法

　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約1g に対し直径約40μm のガラスビーズを約0.02g 添加（0.1mg の精度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散

５）沈底法による20μm 以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

　同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象と

して行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1

枚分の精査に相当する。試料1g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラス

ビーズ個数の比率を乗じて、試料1g 中の植物珪酸体個数を求めた。おもな分類群についてはこの

値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重）

を乗じて、単位面積で層厚1cm あたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状

況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉山，2000）。

（２）分析結果

①分類群

　産出した植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらについて定量を行い、その結果を表

５および第19図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　イネ、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族型（チガヤ属など）
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〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ

属ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ

属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　未分類等

〔樹木〕

　ブナ科（シイ属）、マンサク科（イスノキ属）、その他

②植物珪酸体の検出状況

1）1トレンチ

　試料 i は、植物珪酸体の産出量がやや少ない。ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族型、メダケ節型、

ネザサ節型などの草本が認められたものの、600～2,400個/g と低い密度である。試料 o は、植物珪

酸体の産出量が少なく、メダケ節型とネザサ節型が少量認められたのみである。

2）2トレンチ

　試料 S1は、植物珪酸体の産出量が多い。メダケ節型が非常に多く、次いでネザサ節型が多い。

ススキ属型が比較的多く、他にはイネ、ヨシ属、ウシクサ族型、チマキザサ節型が認められるがい

ずれも少量である。試料 S4は、植物珪酸体の産出量がやや少ない。イネ、ススキ属型、メダケ節型、

ネザサ節型などが認められたものの、600～2,300個/g と低い密度である。また、ブナ科（シイ属）

やマンサク科（イスノキ属）など樹木起源の植物珪酸体がそれぞれ600個/g の密度で産出する。樹

木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量の産出でも過大に評価する必要がある（杉山，

1999）。なお、すべての樹種で植物珪酸体が形成されるわけではなく、落葉樹では形成されないも

のも多い（近藤・佐瀬，1986）。

3）4トレンチ

　試料 S1は、植物珪酸体の産出量がやや少ない。イネ、ススキ属型、メダケ節型、ネザサ節型な

どの草本が認められたものの、600～2,300個/g と低い密度である。また、ブナ科（シイ属）やマン

サク科（イスノキ属）の樹木起源がそれぞれ600個/g の密度で産出する。試料 S5でも植物珪酸体

の産出量はやや少ない。ヨシ属、ススキ属型、ネザサ節型、チマキザサ節型などの草本が認められ

たが、密度は600～1,800個/g と低い値である。試料 S4、試料 S6、試料 S8は、いずれも植物珪酸体

の産出量は少ない。試料 S4ではヨシ属とススキ属型が、試料 S8ではススキ属型とミヤコザサ節型

が認められたが密度は600～700個 /g と少量である。試料 S6では未分類のみが少量産出する。

4）５トレンチ

　試料 S3は、植物珪酸体の産出量が比較的多い。メダケ節型が4,500個/g と比較的多く、ネザサ節

型が続く。ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族型、チマキザサ節型などの草本も認められたが、いず

れも1,000個/g 前後の低い密度である。試料 S5は、植物珪酸体の産出量はやや多い。イネが2,400個

/g と比較的多く、他にヨシ属、ススキ属型、メダケ節型、ネザサ節型、チマキザサ節型、ミヤコ

ザサ節型の草本が少量認められた。ブナ科（シイ属）やマンサク科（イスノキ属）の樹木起源がそ

れぞれ600個/g の密度で産出する。試料 S6は、植物珪酸体の産出量が比較的多い。ススキ属型が
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3,300個/g と比較的多く、他にイネ、ヨシ属、メダケ節型、ネザサ節型、チマキザサ節型、ミヤコ

ザサ節型の草本が少量認められた。ブナ科（シイ属）やマンサク科（イスノキ属）の樹木起源がそ

れぞれ600～1,300個/g の密度で産出する。試料 S7は、植物珪酸体はほとんど産出せず、未分類が

少量認められた。試料 S9は、植物珪酸体の産出量は少ない。ヨシ属、ススキ属型、ネザサ節型の

草本が少量認められたのみである。

（３）考察

1）1トレンチ

　水城築造以前の基盤層である試料 o は、植物珪酸体の含有量が少ない。当時の調査地はイネ科草

本植物の生育しにくい環境であったか、土壌の堆積速度が速かったことが考えられる。外濠埋没過

程の堆積土である試料 i は、植物珪酸体の含有量がやや少ない。推定生産量をみると、ヨシ属がや

や優勢であるが少量である。こうしたことから、試料 i の時期の調査地は湿った程度の環境であり、

周辺の乾いたところにはササ類（メダケやネザサなど）やススキなどが生育していたと推定される。

2）2トレンチ

　外濠最初期の堆積土である試料 S4は、植物珪酸体の含有量がやや少ない。推定生産量はススキ

属型、メダケ節型、ネザサ節型がほぼ同等である。当時の調査地は、比較的乾いた環境であり、周

辺にはススキ属やササ類（メダケやネザサ）が生育していたと推定される。外濠埋没過程の堆積土

である試料 S1は、植物珪酸体の含有量が多く、メダケ節型が優勢であり卓越する。次いでネザサ

節型が多く認めら、さらにその他のタケ亜科が多い。こうしたことから、試料 S1形成期の調査地

は乾いた環境であり、調査地や近傍にはササ類（メダケやネザサなど）が繁茂していたと推定され

る。また、ススキなども生育していたとみられる。なお、両試料では微量ではあるがイネが認めら

れている。試料 S1や試料 S4の時期は、調査地の周辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

3）4トレンチ

　水城築造以前の基盤層である試料 S8や試料 S6は、植物珪酸体の含有量は少量もしくは微量であ

る。こうしたことから、これらの時期の調査地は、イネ科草本植物の生育しにくい環境であったか、

土壌の堆積速度が速かったと推定される。外濠埋没過程の堆積土である試料 S5は、植物珪酸体の

含有量はやや少ない。推定生産量をみるとヨシ属がやや優勢であることから、当時の調査地は湿っ

た程度の環境であり、周辺の乾いたところにはススキ属やササ類（おもにチマキザサ）が生育して

いたと推定される。同じく外濠埋没過程の堆積土である試料 S4は、植物珪酸体の含有量は少量で

ある。当時の調査地は、イネ科草本植物の生育しにくい環境であったか、土壌の堆積速度が速かっ

たことが考えられる。平安期の堆積土である試料 S1は、植物珪酸体の含有量はやや少ない。推定

生産量をみるとススキ属型がやや優勢であることから、当時の調査地は、ススキ属やササ類（メダ

ケやネザサなど）が生育する乾いた環境であったと推定される。なお、試料 S1ではイネが少量産

出することから、調査地の周辺で稲作が営まれていた可能性が考えられる。

4）５トレンチ

　古墳時代初頭前後の堆積土である試料 S9は、植物珪酸体の含有量は少量である。推定生産量を

みるとヨシ属がやや優勢であることから、当時の調査地は湿った程度の環境であり、周辺の乾いた

ところにはススキ属が生育していたと推定される。同じく古墳時代初頭前後の堆積土である試料
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S7は、植物珪酸体の含有量が極めて少ない。当時の調査地は、イネ科草本植物の生育には適さな

い堆積環境であったか、土壌の堆積速度が速かったことが考えられる。外濠最初期の堆積土である

試料 S6は、ヨシ属がやや優勢であり、ススキ属型も比較的多い。当時の調査地は湿った程度の環

境であり、周辺の乾いたところにはススキ属やササ類（おもにメダケやネザサ）なども生育してい

たと推定される。なお、イネが少量産出することから、周辺で水田稲作が営まれていた可能性が考

えられる。外濠埋没過程の堆積土である試料 S5は、イネが比較的多く認められ、ヨシ属も比較的

多い。こうしたことから、調査地の周辺において水田稲作が営まれていた可能性が考えられる。平

安期の堆積土である試料 S3は、植物珪酸体の含有量が比較的多い。推定生産量をみるとヨシ属が

やや優勢であり、メダケ節型も比較的多い。こうしたことから、当時の調査地はやや湿った環境で

あったとみられる。また、周辺にはササ類（おもにメダケやネザサ）やススキ属なども生育してい

たと推定される。

5．珪藻分析

（１）分析方法

　以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

1）試料から1cm3を採量

2）10％過酸化水素水を加え、加温反応させながら1晩放置

3）上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（５～６回）

4）残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

５）マウントメディアによって封入し、プレパラート作製

６）検鏡、計数

　検鏡は、生物顕微鏡によって600～1500倍で行った。計数は珪藻被殻が200個体以上になるまで行

い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

（２）分析結果

①分類群

　試料から産出した珪藻は、貧塩性種（淡水生種）40分類群である。破片の計数は基本的に中心域

を有するものと、中心域がない種については両端2個につき1個と数えた。分析結果を表4に示し、

珪藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを第20図に示す。珪藻ダイアグラムにお

ける珪藻の生態性は Lowe（1974）の記載により、陸生珪藻は小杉（1986）により、環境指標種群

は海水生種から汽水生種は小杉（1988）により、淡水生種は安藤（1990）による。現生珪藻の

CMB 仮説と呼ばれる分類体系も用いられるが、科や属によってすべてを再分類できているわけで

はなく、混乱を避けるため従来の分類を用いた。また、主要な分類群は顕微鏡写真に示した。以下

に産出した分類群を記載する。

〔貧塩性種〕

　Achnanthes  crenulata、Achnanthes  lanceolata、Amphora  copulata、Amphora  veneta、

Aulacoseira  alpigena-distans、Aulacoseira  canadensis、Aulacoseira  granulata  v.  

angustissima、Aulacoseira  spp.、Cocconeis  neodiminuta、Cocconeis  placentula、Cymbella  
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表６　水城跡第64次調査における珪藻分析結果

分類群
1トレンチ 4トレンチ 5トレンチ

o S5 S6 S5 S6 S7 S9
基本層序⑦ 8層 15層 6層 14層 15層 17層

貧塩性種（淡水生種）
Achnanthes  crenulata 2 33
Achnanthes  lanceolata 1
Amphora  copulata 21
Amphora  veneta 1
Aulacoseira  alpigena-distans 1
Aulacoseira  canadensis 5
Aulacoseira  granulata  v.  angustissima 68
Aulacoseira  spp. 12
Cocconeis  neodiminuta 29
Cocconeis  placentula 11
Cymbella  aspera 1
Cymbella  silesiaca 3
Cymbella  sinuata 1
Diploneis  elliptica 1
Epithemia  adnata 1
Eunotia  minor 3
Eunotia  praerupta 6
Fragilaria  brevistriata 1
Fragilaria  capucina 1
Fragilaria  construens  v.  venter 7
Fragilaria  exigua 1
Gomphonema  acuminatum 2
Gomphonema  clevei 2
Gomphonema  gracile 1
Gomphonema  grovei 6
Gomphonema  minutum 1
Gomphonema  spp. 1
Gyrosigma  spp. 1
Hantzschia  amphioxys 1
Navicula  cuspidata 2
Navicula  mutica 15
Navicula  radiosa 47
Nitzschia  parvuloides 1
Pinnularia  borealis 2
Pinnularia  hemiptera 2
Pinnularia  viridis 1
Rhopalodia  gibba 1
Rhopalodia  gibberula 2
Synedra  ulna 1
Tabellaria  fenestrata-flocculosa 27
　合　計 0 3 0 0 323 0 0
　未同定 0 0 0 0 3 0 0
　破片 0 8 0 0 1450 0 0

試料1cm3中の殻数密度 － 0.6 － － 1.0 － －
－ ×103 － － ×105 － －

完形殻保存率（％） － － － － 18.4 － －
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aspera、Cymbella  silesiaca、Cymbella  sinuata、Diploneis  elliptica、Epithemia  adnata、

Eunotia  minor、Eunotia  praerupta、Fragilaria  brevistriata、Fragilaria  capucina、

Fragilaria  construens  v.  venter、Fragilaria  exigua、Gomphonema  acuminatum、

Gomphonema  clevei、Gomphonema  gracile、Gomphonema  grovei、Gomphonema  minutum、

Gomphonema  spp.、Gyrosigma  spp.、Hantzschia  amphioxys、Navicula  cuspidata、

Navicula  mutica、Navicula  radiosa、Nitzschia  parvuloides、Pinnularia  borealis、

Pinnularia  hemiptera、Pinnularia  viridis、Rhopalodia  gibba、Rhopalodia  gibberula 、

Synedra  ulna、Tabellaria  fenestrata-flocculosa

②珪藻群集の特徴

1）1トレンチ試料 o（水城築造以前基盤層）

　珪藻は産出しない。

2）4トレンチ試料 S5（外濠埋没過程堆積土）、試料 S6（水城築造以前基盤層）

　珪藻密度が極めて低く、珪藻は産出しないか産出しても極わずかであった。

3）５トレンチ試料 S5（外濠埋没過程堆積土）、試料 S6（外濠最初期堆積土）、試料 S7（古墳時代

初頭前後堆積土）、試料 S9（古墳時代初頭前後堆積土）

　西側下位の試料 S6で真・好流水性種が５％、真・好止水性種が52％、流水不定性種が37％、陸

生 珪 藻 が6 ％ を 占 め る。 真・ 好 止 水 性 種 で は、 湖 沼 浮 遊 生 種 の Aulacoseira  granulata  v.  

angustissima の産出率が高く、好止水性種の Achnanthes  crenulata、真止水性種で沼沢湿地付着

生 種 の Tabellaria  fenestrata-flocculosa が 伴 わ れ る。 次 い で 流 水 不 定 性 種 で は、Navicula  

radiosa を主に Cocconeis  neodiminuta、Amphora  copulata の産出率が高い。陸生珪藻では、

Navicula  mutica が 比 較 的 多 く、 真・ 好 流 水 性 種 で は、 沼 沢 湿 地 付 着 生 種 の Cocconeis  

placentula が産出する。上位の試料 S5では、珪藻は産出しない。

　試料 S7、試料 S9では珪藻は産出しない。

（３）考察

1）1トレンチ

　試料 o では、珪藻が産出しないことから、水城築造以前の基盤層堆積時の調査地は珪藻の生育し

にくい環境か、堆積速度が速かったと推定される。

2）4トレンチ

　試料 S5、試料 S6ともに珪藻密度が極めて低く、珪藻は検出されないか検出されても極わずかで

ある。外濠埋没過程堆積土や水城築造以前の基盤層の堆積時の調査地は、珪藻の生育しにくい環境

であったか、堆積速度が速かったと推定される。

3）５トレンチ

　試料 S6では、真・好止水性種が半数を占め、湖沼浮遊生種、真止水性種で沼沢湿地付着生種の

比率が高い。このことから、水城築造以前の基盤層堆積時の調査地は、水深が1ｍないし1.5ｍ以

上の止水域の環境が示唆される。また、止水域にも流水域にも生育する流水不定性種の割合も高い

が、流水の影響は受けず、安定した広い水域の環境の分布が示唆される。

　試料 S5、試料 S7、試料 S9では珪藻密度が極めて低いことから、これらの層の堆積時の調査地は、

p27-47.indd   41 2022/03/14   11:06:35



― 42 ―

珪藻の生育しにくい乾燥した環境であったか、あるいは堆積速度が速く珪藻が堆積しなかったと推

定される。
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写真１　水城跡第64次調査の花粉化石（１）

マツ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

ヤマモモ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) クルミ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

ハンノキ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) コナラ亜属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

コナラ亜属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) アカガシ亜属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

エノキ属－ムクノキ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )シイノキ属－マテバシイ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

イネ科
（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )
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図版 1　水城跡第 64 次調査の花粉化石 (1)
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写真２　水城跡第64次調査の花粉化石（２）

イヌザンショウ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

カキノキ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) オモダカ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

カヤツリグサ科
（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

カヤツリグサ科
（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

ミズアオイ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

クワ科（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) サナエタデ節－ウナギツカミ節（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

ツリフネソウ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )アカザ科－ヒユ科（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

モチノキ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )
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図版 2　水城跡第 64次調査の花粉化石 (2)

1ﾄﾚﾝﾁ試料 o(基本層序⑦)

20μ20μ 20μ20μ 20μ20μ 20μ20μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

2ﾄﾚﾝﾁ試料 S1(15 層 ) 2ﾄﾚﾝﾁ試料 S4(20 層 )

4ﾄﾚﾝﾁ試料 S1-4層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S4-7層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S5-8層

4ﾄﾚﾝﾁ試料 S6-15層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S8-19層 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S3(6層 )

5ﾄﾚﾝﾁ試料 S5( 13層 ) 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S7(15層 ) 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S9( 17層 )

花粉化石が少なかった試料のプレパラート状況写真

オオバコ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) ヨモギ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

図版 3　水城跡第 64次調査の花粉化石 (3)・プレパラート状況写真
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写真３　水城跡第64次調査の花粉化石（３）・プレパラート状況写真

1ﾄﾚﾝﾁ試料 o(基本層序⑦)

20μ20μ 20μ20μ 20μ20μ 20μ20μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

200μ200μ 200μ200μ 200μ200μ

2ﾄﾚﾝﾁ試料 S1(15 層 ) 2ﾄﾚﾝﾁ試料 S4(20 層 )

4ﾄﾚﾝﾁ試料 S1-4層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S4-7層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S5-8層

4ﾄﾚﾝﾁ試料 S6-15層 4ﾄﾚﾝﾁ試料 S8-19層 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S3(6層 )

5ﾄﾚﾝﾁ試料 S5( 13層 ) 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S7(15層 ) 5ﾄﾚﾝﾁ試料 S9( 17層 )

花粉化石が少なかった試料のプレパラート状況写真

オオバコ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 ) ヨモギ属（5ﾄﾚﾝﾁ試料 S6: 14層 )

図版 3　水城跡第 64次調査の花粉化石 (3)・プレパラート状況写真
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写真4　水城跡第64次調査の植物珪酸体化石（プラント・オパール）

ミヤコザサ節型（4トレンチ S8-19層）チマキザサ節型（5トレンチ S5-13層）ネザサ節型（5トレンチ S3-6層）

図版４　水城跡第64次調査の植物珪酸体化石（プラント・オパール）

海綿骨針（2トレンチ S1-15層）マンサク科イスノキ属（5トレンチ S6-14層）ブナ科シイ属（5トレンチ S6-14層）

50μm

ヨシ属（4トレンチ S5-8層）イネ（5トレンチ S5-13層）イネ（2トレンチ S4-20層）

メダケ節型（2トレンチ S1-15層）ウシクサ族型（2トレンチ S1-15層）ススキ属型（2トレンチ S1-15層）
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写真5　水城跡第64次調査の珪藻化石図版5　水城跡第64次調査の珪藻化石 

10μm

1 Achnanthes  
　　crenulata

2 Amphora  copulata
　

3 Aulacoseira  
　　canadensis

4 Aulacoseira 
　granulata  v.   angustissima

5 Cocconeis  placentula

6 Cocconeis  
　　neodiminuta

7 Cymbella  silesiaca 8 Eunotia  praerupta 9 Fragilaria   
    construens  v.  venter

10 Gomphonema  clevei

11 Gomphonema  
　　grovei

12 Navicula  mutica 13 Navicula  radiosa 14 Pinnularia  borealis 15 Tabellaria  
     fenestrata-flocculosa

　5Tr S6 14層(外濠最初期堆積土)
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Ⅴ章　総括
１．調査のまとめ

　周辺における既往の調査成果についてはⅡ章で、各トレンチの詳細についてはⅢ章で述べた。こ

こでは、既往の調査成果も踏まえ欠堤部西側の様相について整理し、調査のまとめとしたい。以下、

トレンチの状況について記述する際は、必要がない限り64次調査のトレンチのことを指す。

（１）外濠

【範囲】　1・２トレンチでは全面で外濠を確認した。1トレンチ北端部は下成土塁裾から北側に

61m の位置にあたるが、外濠北側の立ち上がりは確認されなかった。御笠川西岸から西に約70ｍ

の地点にあたる大野城市平成６年度調査地では、土塁裾から北に60m 付近で外濠北側の立ち上が

りがあると想定されるが、39次でも外濠北側の肩は確認されていない。39・64次調査地点では外濠

がより北側に広がる可能性と、後世の改変により外濠の立ち上がりが消滅している可能性が考えら

れる。なお、39・64次調査地の北側には東西方向に平田川が流れ、御笠川に注ぎ込んでいる。これ

までの試掘調査の結果からは、外濠と平田川の間は基本的に砂・粗砂層および粘土層で構成する。

河川由来の堆積土と考えられ、現状では濠堆積土の可能性がある土層は確認されていないことから、

水城築造当初は北側の肩も存在したと考えるのが自然であろう。

　３・５トレンチでは下成土塁裾から北側に11～12m 付近で外濠が北側に落ち込んでいく状況が

確認でき、外濠南側肩と捉えることができる。この付近では立ち上がりは緩やかであるが、４トレ

ンチ南側（下成土塁裾から北側に24m 付近）で急激に落ち込んでいく。また、５トレンチ西側では、

現在の御笠川西岸肩から西へ85m 付近で、西側へ緩やかに落ち込んでいく状況を確認した。39次

調査の所見も踏まえると、外濠南側の肩は５トレンチ中央付近から39次 SX221へと北北東方向へ

とのびていく状況が復元できる（第21図）。

　濠底の標高は大野城市平成６年度調査で21.3～21.8m、1トレンチ南端部・中央部で21.0m、４ト

レンチ南端部で20.9m、５トレンチ西端部で20.8m、39次 SX221で19.3～19.6m である。25次～1ト

レンチ間および1～４トレンチ間はわずかに東側に傾斜する程度であるが、４トレンチ～39次

SX221間では急激に落ち込んでいることがわかる。ただし、39次 SX221では流木の集積が確認され

ており流水の中心があったと想定されることから、築造当初の濠底は流水により削られた可能性も

残る。また、現状の下成土塁肩から濠底までの比高差は、64次調査地点で4.2～4.5m である。

【埋没過程の復元】　大野城市平成６年度調査、39・64次ともに細かな差異はあるものの、外濠の堆

積状況は良く似ており、３章で基本層序として提示したとおりである。

　外濠の基盤層となるのは粗砂層（一部、粘質土）である。５トレンチ・39次では弥生中期～古墳

時代初頭頃の土器が出土しており、水城築造前の洪水により形成した層と考えることができる。

　最下層はグライ化した黒色粘土層が確認され、水城築造直後の滞水した状況も想定しうるが、現

状では貯水のための堰などは確認されていない。自然科学分析の結果からは冠水状況ではなく、乾

湿を繰り返すような湿地状の環境であったと想定される。なお、５トレンチでは基盤層と最下層と

の層界に顕著な凹凸が認められる。この痕跡が歩行痕であるならば、濠浚え等の維持管理をしてい

た可能性がある。
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　下層は流水に伴うシルト～砂層が形成し、1トレンチの遺物出土状況から８世紀前半以前には形

成されたと考えられる。水城築造後さほど時間を経ずに流水の影響を受け堆積が進行してく状況を

復元できる。また、39・64次調査地では下層の上に広範囲で粘質土層が分布し、９世紀以降に形成

した土層と考えられる。この粘質土層は均質であることや堆積状況を示さないことから人為的な埋

め土の可能性もあるが、形成要因は不明である。自然科学分析の結果からは、周辺では草地領域が

拡大した可能性が指摘され、特にイネ科の花粉が多いことから周囲で稲作が行われていた可能性が

ある。大野城市平成６年度調査、39次や２・５トレンチでは下層の上に粘質土・砂・シルトの互層

があり、出土遺物から見て９・10世紀にかけては流滞水を繰り返す環境であったことがわかる。

　上層は11世紀後半～12世紀前半を中心とした土器（一部、13世紀）を含む土層で、広範囲にわた

り比較的均質に分布する。この段階をもって外濠はほぼ埋没したと考えられる。

　近世以降は田として利用され昭和40年代前後には現在に連なる住宅地が形成される。なお、1ト

レンチの客土はマサ土であり、ややまとまった量の須恵器が出土した。須恵器に付着した土砂には

焼土や炭化物が含まれており、牛頸窯跡群内の須恵器窯跡が存在する丘陵地で土取りしたマサ土を

宅地の盛土として利用した可能性がある。

（２）平坦部　

【形成時期】　1トレンチでは、８世紀前半の土器が貼り付くように出土した基本層序⑤に被覆され

ることから、８世紀前半以前に存在したことは間違いない。仮に水城築造当初は土塁際まで外濠が

あり、８世紀前半までの間に平坦部を形成したと仮定した場合でも、平坦部下で外濠堆積土由来の

土層や外濠の痕跡がなくなるほどの大規模な改変は認められない。したがって、平坦部は水城築造

当初から存在した可能性が極めて高い。39次調査では土塁積土直下に基本層序⑦の粗砂層があり、

この部分の粗砂層中より古式土師器が出土しており、64次の調査所見と矛盾せず、平坦部の基盤層

は水城築造以前の弥生時代～古墳時代の洪水により形成されたものと考えられる。

【規模・形状】　39・64次で確認された、外濠がない部分が平坦部となる。南北最大で35m、東西は

現在の御笠川西岸から５トレンチ中央部で確認した西側への落ち込み肩で計測して約85m である。

形状は不明瞭ながらもおおむね台形状を呈しているものと考えられる。上面の標高は全体的に

22.2m 前後で、ほぼ平坦である。39次調査では平坦部上に整地層があったことが指摘されているが、

基本的には積土等は認められず水城築造時の基盤層を削り出すことにより形成したと考えられる。

【平坦部上の遺構】　３・５トレンチで溝状遺構 SD01・02・03を確認した。SD01は土塁に平行する

溝で、39次 SD225と同一遺構になる可能性が高く、少なくとも総延長35m 以上となる。底面の標

高が東に向かって低くなることや土層の堆積状況のほか、流水の影響を受けやすい環境であること

から、土塁裾の排水溝の機能が想定される。外濠の肩付近で土塁に向かって収束していく状況から、

平坦部が顕在化している段階の所産と考えられる。平坦部の標高と外濠堆積土の標高の比較より、

９～10世紀代に堆積した基本層序④層以前の可能性が高く、出土遺物から見ても水城築造後～８世

紀の間に設置された溝とするのが妥当であろう。水城築造時に設置されたものかは明確ではない。

　SD02・03は土塁に平行する小規模な溝である。両者は２m の位置に近接する同規模・同形状の

遺構であることから、同様の機能を有した遺構の可能性が高い。調査時には、布掘り建物の可能性

も想定して調査を行ったが、柱穴等は確認されず、床面の標高も異なることから、現状では建物の
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第21図　調査成果概念図（1/600）
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可能性は低い。時期は SD01と平行することや出土遺物から８世紀以前と考えられる。

　出土遺物として注目されるのが羽口である。平坦部の遺構面にめり込むように出土したほか、

SD02からも出土したことから、８世紀以前の可能性が高い。鍛冶炉は確認されていないが、８世

紀以前に小規模な鍛冶をしていたことを示す。このほか、欠堤部周辺では取瓶・鋳型（もしくは坩

堝）・炉壁・鉄滓などが出土しており、金属器加工を行っていたことを示す。

　以上のように、39・64次で確認した平坦部は、水城築造時に形成された可能性が高いこと、生産

活動を含む人々の営みがあったことから、意味のある空間と捉え「広場」という表現を用いること

とする。

２．特殊遺物と建物の分布からみた古代水城の土地利用と欠堤部周辺の性格

　64次調査では調査範囲が狭いにも関わらず、比較的多くの遺物が出土した。特に1・２トレンチ

の外濠堆積土中では、須恵器食器類のほか土師器調理具や転用硯の可能性がある須恵器など特徴的

な遺物を含む。また、3・５トレンチでは羽口が出土しており、当該地における金属器加工の可能

性を示す。ここでは、奈良時代の水城出土遺物を対象に硯・墨書土器・製塩土器・金属器生産関連

遺物などの特殊遺物のほか、鬼瓦や土師器調理具の分布に注目する。さらに建物の分布も併せて整

理することにより欠堤部周辺の性格について推測する手がかりとする。

（１）特殊遺物と建物の分布（第22図）

【硯】　東門周辺の５・10・24次調査地、西門周辺の26・33・40次調査、欠堤部周辺の２・６次調査

地に分布する。64次調査地では、転用硯の可能性がある須恵器がある。

【墨書土器】　奈良時代に属するものは、東門周辺の10次調査で出土した「水城」銘墨書土器と西門

周辺の26次調査で出土した事例のみである。

【製塩土器】　東門周辺の10・24次調査、東門西南部の27次、欠堤部東側の２・４次、西門周辺の33

次に分布する。

【金属器生産関連遺物】　東門周辺の５・10次、欠堤部東南の６次、欠堤部西側の39次、西門周辺の

26・33次に分布する。64次調査地でも羽口が確認された。

【鬼瓦】　西門周辺の26・38次調査、伝東門出土例のほか、欠堤部に近接した御笠川河床で採集され

た資料がある。

【土師器調理具】　あくまで報告書に掲載された資料からの判断であるが、全体の出土遺物に対して

土師器調理具の出土量は極めて少ない。64次以外では西門周辺の26次のみで確認されている。

【建物】　東門南側では、２×６間（約80㎡）の大型建物が確認されているほか、建物の構造が不明

であるものの礎石が見つかっている。西門南側の下成土塁上では２×３間の建物２棟と２×２間の

建物1棟および目隠し塀の可能性が指摘される柵列がある。このほか、欠堤部東側では御笠川に面

した下成土塁上で1×1間、1×２間の小規模な建物が確認されている。２棟は重複関係にあり、

同時並存ではない。

（２）欠堤部周辺の性格について

　以上の整理により、改めて東門・西門の周辺に特殊遺物が集中することが確認できた。いずれも

門の南側に建物があり、硯・金属生産関連遺物を伴うことから、官人あるいは門を守る兵士が存在
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第22図　水城跡における特殊遺物・建物分布図
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し、門の往来の監視や文書処理のほか、小規模な金属器加工等を行っていたと想定される。こうし

た東西門周辺と同様の傾向を示すのが欠堤部周辺の様相である。硯・金属生産関連遺物・製塩土器

が分布し、欠堤部東側では奈良時代と推測される掘立柱建物がある。また、御笠川河床で採集され

た鬼瓦の存在は、欠堤部付近に何らかの構造物があったことを示す。

　ここで注目されるのが、土師器調理具の存在である。水城跡における奈良時代以前の土師器調理

具は西門周辺で少量出土している程度であるが、64次調査では調査面積が狭いにも関わらず土師器

甕・甑が出土した。煤・焦げが付着し、器面は磨耗していないことから、調査地付近で炊飯行為が

あったことは間違いない。このことは欠堤部周辺に人が滞在していたこと、少なくとも調理・食事

が必要な程度に人が滞在していたことを示す。欠堤部が開口していたと考えられることや「防衛」

という視点からは、兵士が滞在したことも十分に想定しうる。「養老衛禁律24越垣及城条」による

と、築地や城壁をみだりに越えることを厳しく禁じており、「養老軍防令52辺城門条」と同条の義

解によると、筑紫の城（水城・大野城・基肄城・鞠智城など）の門は、日中のみ開いていて、原則

として夜間は閉じられていたと考えられている（酒井、2009）。これに対し欠堤部は遮蔽施設が存

在しないため、昼夜を問わずオープンな状態であり、このことからも欠堤部周辺の往来を守衛・監

視する兵士が不在であるとは考えがたい。したがって、欠堤部西側に広がる「広場」の機能の一つ

として、兵士等が滞在する場所であったという仮説が提示できる。

　なお、平安時代～鎌倉時代に詠まれた歌に、水城と御笠川の関係を物語るものがあり、少なくと

も中世においては舟で水城を通過することがあったことを示す。物的な証拠はないが、欠堤部西側

「広場」の機能の一つに「水運」との関わり、つまり物資の荷揚げや人が上陸するための川港的な

場所という可能性も視野に入れておく必要がある。

３．今後の課題

　今回の調査により、御笠川に面した地点に水城築造当時から「広場」が存在する蓋然性が高まっ

た。ただ、形成時期については、土層の状況や土器の出土状況から積み上げた解釈であり、今後は

土塁積土との関係性を明らかにする必要がある。広場の規模・形状はある程度把握でき、その機能

についても「防衛」と「水運」という観点から仮説を提示した。しかしながら、平坦部上の施設に

ついては未確認であり、いずれ面的な調査を実施することにより解決されるものと考える。御笠川

河床も視野に入れた調査を実施していく必要があろう。外濠については、既往の調査成果を含め埋

没過程・埋没環境を復元できる資料を得た。貯水のための堰などの施設は未確認であり、引き続き

問題意識を持ちながら調査を継続する必要がある。北側の立ち上がりについても確認できていない。

また、濠の埋没初期の段階で濠浚えをしている可能性があることや、９・10世紀代においても維持

管理をしていたという可能性が提示でき、少なくとも12世紀頃には濠は埋没したことが明確となっ

たが、誰が・いつまで・どのように維持管理をしていたのかについては不明な点が多い。

　以上のように、64次調査の結果、当初の目的の一部については解決できた。一方で、新たな課題

も見えてきた。引き続き調査研究を進め、水城跡の実態解明を進めていく必要がある。
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